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研究主題

1f 生徒のよさを伸ばす指導 と評価の工夫 ー

1研 究 の概 要 に つ いて

1研 究 主題の設定理 由

学習 指導要領 に示 されてい る保健 体育 の 目標 の 「積極 的 に運動 に親 しむ資質 ・能力の育成」 では 、
生 涯 スポ ーツの基礎 を培 うための運動 に親 しむ 資質 ・能 力 と して、 「運動へ の関心や 自ら運 動 をす る
意 欲、 仲間 と仲 よく運動 をす るこ と、各 種 の運動 の特性 に触れ る楽 しさや喜び を味 わえるよ うに 自 ら
考 え た り、 工夫 した りす る力、運動 の技能や 知識 ・理解 な ど」 と記 述 され てい る。 そ して、 これ らの
資 質 ・能 力 を育 てるた めには、 「自らの運動 の課 題 を 自ら解 決す るな どの学 習が重要 であ る」 と示 さ
れ て い る。 また 、学 習指導 要領 の 『第3章 指 導計画 の作成等 』 には、 「中学校 の3年 間 を見通 した
上 で 目標や 内容 を的確 に定め、調 和の とれ た具 体的 な指 導計画 を作成 す る ことが大切 で ある。」 と し
て い る。

つ ま り、生徒 に運動 に親 しむ ための資質 ・能力 の確 実な定着 と自発的 ・自主的 な学習 の仕方 を身 に
付 け させ るためには、3年 間 を見通 した指 導計画 のも とに、各内容 ご との 「態度 」 「技能」 「学 び方」
を確 実 に身 に付 け させ る とともに、一人 一人 の個性 の伸長 を図 る教 育活動の 充実が不可欠であ る。

そ のた めに教師 は、生徒 のよ さを伸 ばす 指導 と評価 の工夫 を図 り、生徒 が 自ら学ぶ意欲 を向上 させ
るた めの指導 と評価 を実施す る ことが極 めて重要 であ る。計画 に基 づ いた学習指導 を通 して、指導 内
容 ・方 法 の在 り方を確 認 し、よ り合理的 ・効果的 な評 価 を指導 に生かす ことが重要 である と とらえ、
本研 究 主題 「生徒 の よさを伸 ばす指 導 と評価 の工夫」 を設 定 した。

自ら学び 、自ら考 えるなど、主体的 に学習に取 り組む ことので きる力
○基礎 ・基本 の習得O心 豊か な人O自 己教育 力の育成

新 しい学力観

指導観
指 導 と評 価の 一 体 化
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生徒の学習活動 を的確
に見取る視点の明確化

○絶対評価
○個人内評価の重視
○学習過程評価の重視
○客観的な評価
○ 自己評価 ・相互評価の重視

個 人 の よ さ、 特性 に基 づ い た 「個 を伸 ばす 」 「個 に応 じた 指 導 」 の創 意 ・工 夫

3年 間を見通 した指導計画の作 成

よさを生かすための指導

指導方法の工夫

○基礎的 ・基本 的な学習 内容 の習得
○学習 の仕方(学 び方)の 習得
○成就感、達成感 、充実感 の習得

↓
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よさを認める評価と個を
引き出す評価
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1■1
i評 価 方 法 の 工夫i
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○ よ さを認 める評価
O個 のよ さを引き出す評価
○ 自己理解 を深 め る評価

生徒のよさを伸ばす指導と評価の工夫



2研 究の全体構想図

保健体育科の目標

0積 極的に運動 に親 しむ資質や能力の育成
0健 康の保持増進 のための実践力の育成
○ 体力の向上

男女共習 ・選択制の意義

○生徒が 自らの運動経験や 自己の能 力を把握 し、 自己の
興味 ・関心等に応 じた運動を選択する能力の育成

0生 涯にわた り運動 に親 しみ、健康 な生活 を送るための
基礎的な資質 ・能力の育成轟

自己のよ さに気付き、
運動する楽 しさや学ぶ
ことの喜び を味わ う
とができる生徒

健康 ・安全に配慮 し
なが ら、お互いに協
力 して運動す ること
ができる生徒

自己の能力 ・適性 に
応 じた課題 を設定 し
解決に向けて主体 的
に学 習活動に取 り組
むことができる生徒

学習活動の振 り返 りを
通 じて、学習の仕方を
工夫 ・改善 し、次の課
題 に生かす ことができ
る生徒

塑 臨},閥

一
研究のねらい

生徒が 自己のよさを生かすために、指導 と評価 が一体的に機能す る方策 を追求す る。一
〔 研究の仮説:

3年 間を見通 した指導計画や種 目に応 じた評価規準 をもとに、学習の習熟の程度に応 じた指導の工
夫や指導が生き る評価活動を工夫すれば、生徒が 自己のよ さを理解 し伸 ばす ことができる。一

lP
h生 徒のよさを伸ばすための工夫〕一

一＼r＼〆 ＼r

指導計画作成 学習指導 評 価
03年 間を見通した指導計 ○学習形態、学習計画の工夫0学 習活動の見取りの工夫

画の作成 ○男女共習、選択制授業の工夫 ○評価計画の工夫
○種 目に応じた指導計画の ○学習資料の工夫 ○評価方法の工夫

k工 央 ノ ＼ ノkノ

{

〔 研究活動の内容 ・方法 〕

1.体 育分野か ら「「陸上競技」を取 り上げ、選択制授業を男女共習で進 める。
2.生 徒の よさを伸ばすために指導 と評価 の一体化を図った年間指導計画、単元計画、学習指導計画

例を作成す る。
3.生 徒の発達段階に応 じた 「学び方」の内容 を明確 にし、学習評価を活用 して個に応 じた学習活動

を導 き出 してい く。
4.生 徒 自らが学習活動計画 を作成 し、見通 しをもって主体的 に取 り組 む学び方 を身に付 けるための

指導 ・支援 の工夫 を行 う。
5.陸 上競技 「走 り高跳び」 と 「リ.レー」の種 目で、生徒のよさを伸ばす指導方法 と評価活動を工夫

した実証授 業を行 う。
6.単 元計画 に基づいた評価規準 と評価 計画を作成す るとともに、学習 の達成状況の具体的な見取 り

の工夫 として 「評価資料」の作成 と 「A評 価の規準 と支援の工夫,C評 価 の支援の工夫」を行 う。
7.実 証授 業の結果か ら、生徒のよ さを伸ばす指導方法 と評価活動のあ り方 を考察 し、研究の成果 と

今後 の課題 を明 らかにする。

一3一



皿 研究の内容

生徒 の よさを伸 ばす3つ の視点 1指 導計画 の工夫 2学 習指導の工夫 3評 価の工夫

1指 導 計画の工夫
03年 間 を見通 した指 導計画作成 の工夫 と予想 され る効果(※P6～11参 照)

生徒 の学年進行や習熟の程度 に応 じた学び 方
の育成 プ ランに基 づき、3年 間 を見通 した指
導計画 を作成す る

⇒ ◎学年 ご とに身 に付 けさせたい資質 ・能 力
を明確 にす る ことで、学年 に応 じた指導
内容 が整 理で きるよ うになる

2学 習指導の工夫
(1)学 習形態、学習計 画の工夫 と予想 され る効果

学習形態 ・学習計画に一斉指導 と課題解決的な学習 を学年進
行や学習の発展状況に応 じて計画的に実施す る a

○基礎 ・基本 の確 実 な定 着 が
図れ るよ うになる

①学習形態の考え方

指導方法/学 年 1学 年 2学 年 3学 年

ね らい1 今 あるカで学習 に取 り組
む

一斉

課題 解決 /騨
ノ

ー斉/

/課 題解決

ね らい2 高 まったカで学習 に取 り
組 む

ρ
,一 一一斉!!

'

,/ノ ー課 題 解 決
,"

課題解決 課題解決

② 学習計 画(1学 年 の学 習活動の展開 例)0学 年 ・種 目に応 じて変化す る

学 習1 学 習II ま とめ

導 入

オ リエ ン テ ー シ ョン

展 開
ま とめ

ね らい1 ね らい2

学習形態 グループ学習 一 斉 一 斉 グループ 一 斉 グル ー プ グループ 一 斉

学習内容 ○授業の準備
準備運動

○課題設定等

学 習 内
容 の 確
認

学習内
容の指
導

○課題解決
○練習方法

の工夫

学習内
容の確
認

○課題解決
0練 習方 法の

工夫 ・計測

O片 づ け

整理運動
O自 己評価・反省

ま と め
・次 回

の確認

③指導と支援の明確化

指
導

学習のね らいを達成 す るた めに、教師が意
図的 ・計画的 にかかわ り教 える こと

支
援

生徒 が学習 内容 を習得す るに当たっての活
動 の手助 け とな る具体的 な手立て

(2)男 女共習、選択制授業 の工夫 と予想 され る効果

実施上の課題
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○ 学習方法、 ゲー ムの仕方 、
ル ール を工夫す る

○お互い の力 を発揮 でき る学
習環境の工夫 をす る

○学習形態や種 目に応 じて考
慮す る

予想される効果
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○ 自己の能力 の把握 に
基づ いた選択 が実施
され に くい

○友人 に左右 され やす
い

O選 択能力が育成され
ていない
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○種 目に対 す る 自己の興 味 ・関
心 及び能 力 ・適性 を把 握 した
選択がで きるよ うにな る

O主 体 的な選択 によ り、学 習活
動 に 自覚 と責任 を もっ て取 り
組む よ うにな る
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(3)学 習資料の工夫 と予想 され る効 果

① オ リエ ンテー シ ョン ノー トの作成
② 見通 しの ある学習 ノー トの作成

○ スモール ステ ップの学習計 画 と課題 選択
③ 自己理 解が深 まる記入 方法

○ 自己の よさへの気 付き と達成 状況の把握
○毎時間の記録の提 示

④ 自己評価能力 の育成
O単 元 を通 した 自己評 価表 の作成

⑤学 び方の充実 と意 欲 の向上 にむ けた学習 資料
の工夫
○つまず き改善 の資料 ○視聴覚機器 の活用
○ コンピュー タの活用

⇒

○運 動の意義 、運動特性 、選択 動機 が 高揚 し
意欲 が高 まるよ うになる

O学 習活動 に見通 しが もて、主体 的な学 習の
充実を図 るこ とがで きるよ うになる

O自 己の よさ と運動能 力、学習の状況 が的確
に把握 で きるよ うになる

○学習のね らいに基 づいた 自己評価 カー ドの
活用 を通 して、学習活動の取 り組 み方が身
に付 き、 自己評価能 力も高ま る

○学習のつ まず き を解決す るための方法 を身
に付 け、主体的に工夫 ・改 善をす るこ とが
で きるよ うにな る

3評 価 の工夫

(1)学 習活動 の見取 りの 工夫 と予想 され る効果

① 「態 度」・「技能」・「学 び方」 におけ る基礎 的 ・基本 的な内容
を構想 し、学習活動 の見取 りに基 づいた評 価計画を作成す る

②学 習場 面 ご とに評価 の観 点(見 取 りの観点)と 評価規 準及 び
学習 の実現状況 を明示 し、具 体的 で客観 的な評価 を実施す る

d
〔陸上競 技の種 目に ついての基礎 ・基本 の内容の構 想〕
O態 度の内容

《協力》 ルール を守 る、励 ま し合 う、教 え合 う、
《公正》 素直、誠実 、ルール を守る、人の意見 を聞 く、
《意欲》 向上心、努 力、主体性 、継続 力
《健 康 ・安全》

O学 び方の内容
《自己理解》 自己をよ さ知 る、能 力 を知 る、適性 を知 る
《目標設 定》 仲 間の能 力 ・適性 を知 る、能力 に応 じた 目標 を立て る
《課題設 定》 調べ る、観察す る、資料 ・ア ドバイ スを活用す る
《計画 立案》
《練習》

健康 ・安全へ の配 慮、
《フ ィー ドバ ック》 自己理解 、相互評 価の活用

O技 能の内容
① ス ター ト(構 え方 と方法、ス ター トダシュの方 法)《リレー》
② 中間疾走(腕 振 り、 ピ ッチ、ス トライ ド)

○学 習活 動 にお け る 目標 や
課題 を明確 にす る こ とが
できるよ うにな る

○ 自己の学習状 況 を正確 に
把握 できる よ うに なる

コ ミュニ ケ ー シ ョ ン、 言葉 が け、 学 び 合 い

結 果 を受 け 入 れ る

健康 管理 ・健康観 察、運動に対す る準備、用具 の使 い方、学習環境 の整備

学習 内容理解 、資料の活用 、見通 しをもつ、場 ・時間の設定
学 習内容 の理解 と工夫 、場 と時間の工夫、技術の理解 と習得 、ル ール の理解 と活用

自己の役割 を果たす 、協 力 ・学び合い ・助言 ・励 ま し

《走 り高跳 び 》 ① 助 走(位 置 、距 離 、 角 度 、 ス ピー ド、

③ バ トンパ ス(受 け渡 し、 スム ー ズ な パ ス)
リズ ム)

② 踏 切(位 置 、振 り上 げ 足 、腕 の 引 き上 げ)

③ 空 間 動 作(振 り上 げ 足 、 上 体 、 抜 き足)

(2)評 価計画の 工夫 と予想 され る効果

④ フ ィニ ッシ ュ(動 作)

④着地(安 全な着地)

①単元計画 に基づ いた評価 規準の作成②
評価の重 点化を図 った評価 計画 の作成

③ 評価計 画に基づいた学習の実現状況表 の作成
④ 生徒 のよ さを伸 ばす指導 と評価 計画 「A評 価 の評価規

準 と指 導 ・支援 、C評 価の指導 ・支援計 画」の作成
⇒
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○

(3)評 価方 法の工夫 と予想 され る効果

① 教師;評 価 の工夫
・学習過程 ごとの評価規準 と重点化 に基づいた評価 の実施
・生徒 の学習の実現状況表 に基づ いた達成状況 の確認
・評価 を毎時間 ご とに実施 し次時 の指 導に生かす
・生徒 の よさ(伸 ば したい力)を 評価 簿に記入 し、 よさを見取 る
・個人 の進歩状況 を評価 し個人 内評価 の充実 を図 る

②生徒:学 習 ノー トの 工夫
・評価 計画 と関連 した学習活動 の内容 と自己評価表 の作成
・学習のね らいに応 じた 自己評価 を実施 し自己教育力 を育成す る
・単元 を通 した 「態度」 「技能」 「学び 方」につい て振 り返 り、 自
己の学習 の進歩状況 を確認 し、次時の学習に生かす

⇒

○個 に応 じた指 導 の充
実 によ り、学習意欲
の向上 を図る こ とが
でき るよ うにな る

○ 自己理解(自 己の よ
さの発見)が 深 まる
よ うにな る

○ 「態度 」・「技 能 」・
「学び 方 」 を確 実 に

身 に付 ける ことが で
きるよ うになる

5一



43年 間 を 見 通 し た 指 導 計 画 例

(1)学 習 活 動 の 進 め 方 例
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① 轟 舗 麟 講 警 麗 纏 詳留あ星齢 歯器 犠 ρことによつて・生徒は見通しをもつて掌習を進めていくことができる謙'教 師は生徒に身に付け

刈

1

月 単 元 名 単 元 目 標 主 な 学 習 内 容 身 に付け させ たいカ

体つ くり運動 ・自己の体や 仲間の体の状態や変化 に気づ ・体力 テス トを行い、 自己の体 力について分析 《態 度》 ・誰 とで も仲良 く、互いの体の調 子や運動技能の程度を知 り、それ
4 n き、体を動かす楽 しさや心地 よさを味わ し、自分の特 徴に合 わせ た課題 に向けて体力の に応 じた運動 を行 う。

体育に関する知識 う。 商め方 を考え実施す る。 《学び方》 ・自己の体力向上に向けて、体 力を高 めるための トレーニン グ方法

④ ・運動 の特性 に応 じた学び方や安全 の確保の ・体ほ ぐしの運 動の意義や行 い方を理解 し、いろ を選択 した り組み合わせ を工夫 した りして運動を行 う。

仕 方について理 解する。 いうな体ほ ぐしの運動 を行 う。

5 陸上競技 ・フ ォ ー ムや バ トンパ ス 、 ペ ー ス配 分 な ど を ・体力テ ス トの結果 を基 に自己の 目標記録 を設定 《態 度》 ・計時や記録な どを役割 分担 し、仲間 と協力 して練 習をする。

O 工夫 し、記録に挑戦 した り、競争 した りす し、 目標達成 に向けて、自己の誤題 を見つ け、 ・きま りや ルールを守 り、競走や競技 を楽 しむために、公正 なマナ
短 距離 走 ・ リ レー る 。 解決 できるよ うに取 り組む。

一で運動をする
。

長 距離 走 ・ハ ー ドル [リ レー]チ ー ムで 目標 タイムを設定 し、協力 し 《技 能 》 ・ス ピー ドに 乗 っ た バ トン パ ス を行 う。

走 り高跳 び て練 習す る。 ・自 己 に 合 っ たペ ー スで 走 る。
e 走り幅跳び [長距離走]ペ ー ス配分 を考 えなが ら走 る。 ・跳 びやす い方法で記録 に挑戦す る

。
[走 り高跳び][走 り幅跳び] 《学 び方》 ・自己の能力に適 した課題 の解決 に向 けて、練習の仕方を]1夫 す

新 しい跳 び方 をおぼ えた り、記録の 向 る 。

上に向けて練習 に取 り組む。

7 水泳 ⑭ ・自己の能 力に適 した泳 ぎ方や課題 を選び、 ・各 種 泳 法(ク ロー ル 、 平 泳 ぎ、 背 泳 ぎ)の 中か ら 《態 度》 ・積極 的に水に慣 れ親 しもうとす る。
ク ロー ル 長 く泳いだ り速 く泳いだ りす る。 自己に合 った泳法 を見つ けるn 《技 能》 ・基 本的な泳法を身に付け、続 けて長 く泳いだ り速 く泳いだ りす
平泳ぎ ・水の事故防 止の心得を遵守 し、協力 して活 ・続 けて長 く泳 いだ り、速 く泳いだ りす るための る 。

背泳ぎ 動 す る。 課題 を見つ け、練習 に取 り組む。 《学 び方》 ・自己の能 力に適 した泳法や 目標 タイムを設定する。

9 球技 ・パ ス 、サ ー ブ等 の 仕 方 を 工 夫 し、 ゲー ム を ・自己の技能 に適 した課題 を明 らかにす る。 《態 度》 ・教 え合いや 励ま し合いな ど、仲間 と声を掛け合い、協力 しなが ら

⑫ す る。 練習や ゲームを楽 しむ。
バ レー ボ ー ル ・簡 単 なル ー ル や コー トを 工 夫 し、 ゲー ム を ・オ ー バ ー ハ ン ドパ ス、 ア ンダ ー ハ ン ドパ ス 《技 能》 ・今 もっている技能 を発揮 してゲーム を行 う。

す る。 ・サ ー ブ 《学 び方》 ・チー ムの課題や 自己の能力に適 した課題を解 決す るための練習方
・簡 易 ル ー ル での ゲ ー ム 法 を工夫す る。

ユ0 ・技能の習熟 の程度 に応 じたルールやゲームの仕方 を一1二夫す る。

器械運動 ⑫ ・今で きる技 をよ りよ くした り
、で きそ うな [マ ッ ト運動][平 均台運動][鉄 棒運動] 《態 度》 ・互 いに励 ま し合 った り、補助を し合いなが ら計画的 に練習 を行

マ ッ ト運動 技の習得 に挑戦す る。 ・自己の能力 に応 じて技を選択 し、T確 にで き う。

跳び箱運動 ・各種の技の習熟 を知る. る よ うに す る。 《技 能》 ・技の 仕組みや構造 について理解 し、 自己の技能 レベ ルに合 った技
11 ,,均 台 運 動 ・技が よ りよくで きるために牒題 を もって、 [跳び箱運動] を身 に付 ける。

鉄棒運動 練習方法や練習の場 を」二夫す る。 ・自己の能力に応 じて技を選択 し、個 々の跳び 《学び方》 ・技の できばえを確 かめ合いなが ら、技の習得や課題解決に向 けて
か ら1種 目選択 方がで きるよ うにする。 練習 を工夫す る。

is 武道 [武道] [柔道] 《態 度》 ・相手 を尊重す る態度で練習や試合を行 う。
ダ ンス ・相手の動 きや技 に対 して、攻 防の仕方を工 ・基木作法、礼法、基本動作(崩 しと体 さば 《技 能》 ・基本動作 を正確 に身 に付け る。

か ら1領 域選択 夫 して競い合 う。 き、受け身)投 げ技、固め技を練 習す る。 《学び方》 ・基本動作 を身 に付 けることがで きる よう、かか り練蕾や約束練習
・礼儀作法 を尊重 して練習や試合 を行 う。 ・対人的技能を身に付け、練習や 簡易ルールで を工夫す る。

試合 をする。
i ⑫

[ダ ンス] [ダ ン ス] 《態 度》 ・感情 をこめて動 く、 リズムに乗って動 くなどの ダンスの楽 しさを
・簡 単な動 きをつ ないで リズ ミカル に踊 る。 ・各種 の フォー クダ ンスの特徴を とらえなが ら 味わお うとす る。

2 踊 る。 《技 能》 ・踊 りや 曲の特徴 を知 り、伸び伸び とリズ ミカル に踊 るV
・現代 的な リズムの曲に合 わせ て、グループで 《学び方》 ・作品 作 りに向けて、踊 って確かめた り、グルー プごとに見せ合っ

3
相談 し協力 しなが ら、踊 りを創 作する。 た りして、課題解決のための練 習を工夫す る。

球技 ・チ ー ム の 人 数 、 コー トの 広 さな どを 工 夫 ・自己の技能に適 した課題 や新たな技能の習得を 《態 度》 ・教 え合 いや励 ま し合いな ど、仲間 と声を掛 け合 い、協力 しなが ら
⑩ し、チー ムで作戦 を考 えてゲームをする。 図 る。 練習や ゲームを楽 しむ。

サ ッ カー ・キ ッ ク
、 ド リブ ル 、 シ ュ ー ト 《技 能》 ・今 もっている技能 を発揮 してゲームを行 う。

・簡 易 ル ー ル で の ゲ ー ム 《学び方》 ・チー ムの課題や 自己の能力に適 した課題 を解決す るための練習方
法 を工夫す る。

・技能の習熟 の程度 に応 じたルールやゲー ムの仕方 を工夫す る.



② 第2学 年の指導計画例 種 目選択を通 して、選択能力の育成及び学び方を身に付けさせ る

月 単 元 名 単 元 目 標 主 な 学 習 内 容 身 に付け させ たい力

4
体っくり運動

④
体育に関する知識 ②

'体 育学習 のル ールを確認 し、見通 しをもっ。・旦 己の体 力を調べ
、体をほ ぐした り、持久力 を

尚め た りす る。

:獄 輩識 鱗 鰍 。
・新体 カテ ス トを行 っ。
・各種の体ほ ぐ し運動 を行 うとと もに、持久走 などを通 して

《態 度》 ・ペアや グル ープで協力 し合 って、体力 を高める運動や体 ほぐしな どの運動
を楽 し もうとす る。

((学び方》 ・データを基に 自己の体 力に応 じた課題 を考 え荏 り、まとめたりす る。
・逓動に適 した体ほ ぐし、体力を高める運動の行い方を 工夫する。

体力 を高 める。

5
陸 上競技 ⑩リ

レー

●齪 ρ黙
あ需欝 購 書蕪:ぐ響易灘 羅僕 概 穿齢 懇 難 騨 目腿 択し・紀録の向上を目

《態 度》 ・体 の綱子や施 般 ・用具の使用の仕方を工 夫 し、積極的に練習や競技を行
う。

ハー ドル 走 り、競走 の仕 方を工夫 した りして競い合 う., [リ レー]オ ー ダーの決定やテー クオーバー ゾー ンの活用 ・計時や記録 などを役割分担 し、仲間 と協力 して練習する,,
長躍離港 [ハ ー ドル 走]バ ー一ド リン グ 、イ ン ター バ ル の 走 り方 ((技 能》 ・自己の能 力に適 した技能のポイン トをつかみ 、技能の向上に向けて競走 し
走ゆ高眺ぴ
走り幅跳び
から1種 固選択 騰 蠣 羅 羅 呈終 歪美ス走

た り、紀録 に挑戦 した りす る。
((学び方))・ 課題解決の ための効果的な練習の仕方 をuん だり見っけた りする。

・記録会の反省 を受 けて、学 習成果 を振 り返 り、新たな課題 を殴定す る。
6

水泳 ⑭ '器維召談離轡享奢轡懲欝
る野

●垂足誌
を選欝 技醗 離 を麗 雛 努を礫 謂 誓

《態 度N・ 仲間 と協力 し、励 ま し合いなが ら進んで泳 力を高め る。
《技 能》 ・泳法のポイ ン トをつかみ、技能を高め、記録 を伸ばす。

ク ロ… ル ・水の寧故防止の心得 を遵守 し、協力 して活動す K学 び方》 ・選択 した泳法や 目標 タイムを達成す るための 自己課題を般定 し、課題達成
平泳ぎ る 。 に向けた練習の方法を工夫する。

7 背泳ぎ

球技1 ・自己の関心、能力等 に基づ いて運動 や課題 を選 ・自己の能力、課 題、関心を基にいずれかの種 目を選択 し、 《態 度))・ チームに よる自己の役割 を自覚 し責任を果たす とともに、仲問と協 力 して
⑩ 択 し、運動の行い方 を工夫 してゲー ムをする。 ゲームを通 して技能の向上 と練習の仕方を身 に付ける. 進んで練習やゲー ムをす る。

バ レーボール [バ レーボール] 《技 能》 ・チームや 自己の能力 に適 した課題の練習や ゲームを通 して、個人的技能や
9 ソフ トボール ・パ ス 、 サー ブ 、 ス バ イ ク 、3段 攻 撃 集団的技能 を高 める。

テニス ・ル ール を工夫 したゲーム と運営 《学び方》 ・ゲームか ら自己やチー ムの躁題 をつかみ、その解決を図るための練習 を工
か ら1種 目選択 [ソフ トボール] 夫する。

・捕 球 と送球 の連携 、バ ッテ ィング ・技能 に応 じてルールを工夫 し、ゲームの計画 、運営 をす る。
・ルールを工 夫 したゲーム と運営 ・自己評価 や相互 評価か ら、 自己及びチー ムの新たな課題 を決 めるV

[テニス]
10 ・グ ラ ン ドス トロー ク 、 ボ レー 、 サ ー ビス

i
・ルール を工夫 したゲーム と運営

◎◎

器械運動 ・自己の 関心、能力等に基づいて運動や課題 を選 ・自己の能 力、課題 、関心を基にいずれかの種 目を選択 して 《態 度》 ・仲間 と補助 を し合 った り、励ま し合った りして練習fiる 。
i ⑩ 択 し、技 の習熟、習得に挑戦 した り、技の組み 活動す る。 ・器械、器具 を点検 し、安 全を確 かめ、順番 を守 って練習す る。

11 マ ッ ト運 動 合わせ を工夫 した りす る。 [マ ッ ト運動〕[平 均 台運動] 《技 能》 ・得意 な技を条件を変えて行 う。
平均台運動眺び箱運動

・ ・自己の能力 、課題 に応 じて技 を選択 し、技の習得 と連続技
の練習及び演技会 を行 う. ㈹ 方》二蝿 雛 魏 蕊 鴇 施 榊 技の組み帥 せを工夫した練習を行う.

か ら1種 目選択 〔跳び箱運動」 ・演技会や 自己評 価、相互評 価か ら、自己の できばえを把握 し、新たな課題
・示 された眺ぴ方か ら自己の能 力、礫題に応 じて技 を選択 を見つ ける。
し、技の習得 と練習 及び演技会 を行 う。

12
武道(柔 道 ・剣道) 「武道] ・自己の能 力、課題 、関心 を基 に柔道 、ダンスのいずれ かを 《態 度))・ 礼儀作法や相 手を尊重 し、禁 じ技を用 いることなく、安全に留意 して練 習
ダンス

か ら1領 域 遷択

・相手の動 きや技 に対 して、攻防の仕方 を工夫 し
て競い合 う。

選択 して活動す る。
[柔道]

や試合 に臨む。,
K技 能》 ・各種の練習法 を通 して、 自己に適 した技 を身 に付 け、試合で発揮す る。

1 ⑩

・伝統的な行動作 法を身 に付 け、相手を尊重 して
活動を行 う。

・基本の作法、動作 、固め技 、投 げ枝、約束練習 、かか り
稽古 ・ルール を工 夫 した試合 と運営

《学醐 禦 響 身に付けるため・崩し設 げるなど・かか り稽古や約束練習をエ

・賦合で は、個 人、団体などにお いて作戦な どそれぞれの楽 しみ方 を工夫す
る。

[ダ ンス] [ダ ンス] (t態 度A・ 心 を開 き、み んな とかかわ り合 って、進 んで練習や発表 を行 う。
・感 じを込 めて踊 った り、みんなで楽 しく踊った ・創作 ダンス、現代的 な リズムの ダンスか らグループ で課題 《技 能》 ・みん なで動 きを合わせる、調子を合わせ るな ど、仲問 とかかわって踊る。

2 りす る。 を決 め、動 きを構成 し、練習や発表会 を行 う。 R学 び方》 ・自己や グルー プの持ち味を生か した表現や踊 りを行 うた めに計画的に練 習
を工 夫す る。

球技ll ・自己の関心 、能 力等 に基 づいて運動や課題を選 ・自己の能力、課題 、関心 を基 にいずれかの種 目を選択 し 《態 度》 ・チー ムによる自己の役割 を 自覚 し責任 を果たす とともに、仲問 と協 力 して
⑭ 択 し、運動の 行い方を7.夫 してゲーム をす る。 て、ゲーム を通 して技能の習得 を図 るとともに、練習の 進ん で練習や ゲームをする。

バ スケ ッ トボール 仕方 を身に付け る。 ((技 能》 ・チー ムや 自己の能力に適 した課題の練習や ゲー ムを通 して、個人的技能や
3 サ ッカー

テニ ス
[バ ス ケ ッ トボ ー ル]
・バ ス 、 シ ュー ト、 ピ ボ ッ ト

集団的技能 を高め る。
《学び方》 ・ゲー ムから自己やチームの課題 をつかみ 、そ の解決 を図 るための練 習を工

か ら1種 目選択 ・30n8を 中心 とした攻防 夫す る。
・ルール を工夫 したゲーム と運営 ・技能に応 じてルール を工 夫 し、ゲームの計画.運 営をする.

[サ ッ カー]
・自己評価や相互評価 から、自己及びチームの新たな課題を決 める。

・パ ス 、 シュ ー ト
・3対3 ,5対5な どでの攻防
・ルールを工夫 したゲーム と運営

[テ ニ ス 】
・グ ラン ドス トロー ク、 ボ レー ・サ ー ビス
・ルールを工夫 したゲーム と運営



o

i

月 単 元 名 単 元 目 標 主 な 学 習 内 容 身に付けさせたいカ

体育に関する知識 ・運 動の合理的 な行い方 と運動の学 び方や体力のilliめ方に ・白己の生活の奥態 に合った運動実踵 の仕方につい て調べた り考えた 《態 度》 ・ペアや グル ープで協 力 して,体 を動かす楽 しさや 心地よ さを味わお うとする、
4 ② ついての理解を深め、四常生活における運動実践に活川 りす る1, ・仲闘 と協力 し.合った り励 湛 し合った りしなが ら、遜んで体力を高め る運 動や体ほ

aる 。 ・自己の体力に 合わせて、ね らいに応 じた 『プ ログラム』 を作 り運 動 ぐしの運 動を行 う.

体力を高める運動 ・N己 の体力に応 じた体ヵの高め方 を磁 かめ、 さらに醐め をfl'う. (('ifぴJi))・ 自己の14や 心の状懲に応 じた体ほ ぐしの運動の 、ura・生橘の中での活川 のf.t:方f一
rTほ ぐ しの運動 よ うとう'る意欲 をもつ。 ・いるいうな体ほ ぐ しの運動 を行 った り'r.し た り して行 ってみ る。 考え る。

C) ・体ほぐしの運動のねらいを理解し俸を動かす楽 しさや心 ・1准ほ ぐしの運動 を通 して気付いた り態 じた りした ことを話 し合 う
。

地よさ仲闘と交流する藁しさを体で感 じ取る。
5

随上競技1 〔陳上競技コ ・記録向トのために必要な技能や体力を知り練習計画に位置付ける。 《態 度》 ・計時や記録 などを役割分wし,仲mと 協力 して練習す る。

器械運動1⑩ ・li分で運 動を選択 し
、自己の能力に応 じた課題の解決 に ・はじめの訊技の記録等から自己の特徴や改善点を明確にし、課題を ・競技に全力 を尽 くし、結果 に対 して公平 ・公正な態度 をとる。

から1領 域選択 両けて運動の行い方を工夫し、記録に挑戦したn,競 争 設 定す る. (lti能 》 ・自己の技能 に合った フォ・一 ムや走 法を知 り課超解決 を通 して技能 や記録 を高める

の仕方 を工夫 した り して観いnう 。 。課随 を解 決するた めの練 習方法を工 夫 し、活動す る、 《学び方》 ・課題解決のための練習方法や鳩を工夫し、目標逮成に向けて兇通しをもった鞭習
随上競技 ・練習 の成 果を試 し、反 省 と礫題 をまとめる。 31画 を 立てる。

6 ノ、一 ドノレ走 。長 図三離 露セ

xり 高眺 ぴ ・走 り編跳 び 1器械運動] ・!ダeき る技がよ りよくできるよ うにす るための課題 を選び、そ の解 《態 度》 ・器具の点検、安全な場づくりや補助など互いの安全に気を配 りながら進んで練習
か らi種 日選択 ・白己の閲 心、能力等 に基づいて運動や課題 を醒択 し、技 決 に向 けて練槻 方法 を工1;-d'る 。 する。

器嫉運動 の習熟や 習得に挑戦オ'る、 ・白己の能力に適した技を選び、習得のための課題を股定して練習に 《技 能》 ・lidの 能力 に合った伎や連統 鼓を安 定 して行 う。
マ ッ ト巡動 取 り組 む。 (く学び方》 ・白己解価や相 互言潤山か ら、白己11)できばz.を 把握 し、技 の習偶 のためのAplLIY!的な

眺び箱運動 ・練習の成果 を試 し、反 省と課題をま とめる。 練JilZをz夫 す る.
7 か ら1種 目選 択 ・学習カー ドや 学習資料 を活用 し、動 きを見蔽す。

水泳 ⑭ ・泳 力の高 ま りに応 じて競泳 の仕方を工人 して、競い 合っ ・技能の向 上や 臼己の繰題 に応 じて
、各師泳 法の水中 フ壇一ムや スク 《態 度》 ・事故防止の心得や 練習場のルール 癒進 んで守る.

クロール たn,記 録 に挑 戦 した りす る. 一 ト及 びターンな ど練 習の仕方をr .夫す る。 《技 能》 ・各種の泳法や泳 法に応 じた スクー・ト及びクーンを行 う.
9 平泳ぎ ・背泳ぎ ・互いに競 い合った り

.自 己の記録に挑戦 した りす る、 《学び方》 ・W己 の課題や同標記録を逢成するための練習の方法を工夫する、

球技1⑩ ・n己 の関心
、能 力hに 基 づいて述動や課題 を選 択 し、運 ・種 剛 二必it個 人的技能 や体力を確認 し.繰 習盆1面に位 置付ITる 、 《態 度》 ・自己の役剛 にお ける責任 を果た し、協力 してゲームの運営 をす る.

バ レー ボール 動の 行い方 を工夫 してh'一 ムをする。 ・今 もって いる技 能 でゲー ムを行った り、技能 の高 まりに応 じたルー
・審 判の判定 に従,,て

.公 平 ・公止 な態度 でプ レーをす る.
ソフ トボ ール ルや ゲー ムを工人す る。 ((技 能》 ・1eチ ームの攻 め方や守 り方に応 じた攻防 の動 きを身に付 ける.

10 テニ ス 。ポジ シaン や フォー メー シ ョンな どの作戦 を立てて、 臼己のチー ム 《学び方》 ・チームの課題 を基 に、攻め方や守 り方 につ いて指示や助 占を し合 ながC>、 練習 方
から1種 口選択 の特徹 を生か したゲー ムを行 う. 法 の工夫や ゲー ムの運営 を行 う.

・ゲームを振 り返 り
、成果 をtlOし合い 、次の課題 を確かめ る。

陵上競技聾 ⑧ [随上鏡技] ・記録向上の ために必要 な技能や体力を卸 り練 習計画に位 置付1声る
。 《態 度》 ・計時や紀録 などを役割分担 し、r$"95'動 に責任を もって練習す る、

11 器械述動" ・自己の記録や体 力 ・技能の習熟 の状況に応 じて
、よ り高 ・はじめの試技の記録等から自己の特徴や改苫点を明確にし、課題を 《枝uE))・ 向己の枝能 に合 った フォー ムや走法 を高め、課魑解決 を通 してiK能 や紀録 を高 め

から1領 城選択 い技能の習得と楽 しみ方を迅融する。 設定す る. る.
・課題 を躰決す るための練 習方法をτ夫 し、話動す る。 ((;`び 方》 ・臼己の詑録赴 どのデー ターか ら、改 否すべ き課題 を具体的 に設 定 し、練習方法 を

陸.L競 技 ・練習の成果 を試 し、反雀 と課題を 裏とめ る、 丁夫する.
ノ、一 ドノレ走 ・長 距 離 遥三

走 り商跳 び ・走 り蟷跳 び [器帳運動] ・今で きる技が よ りよくできるよ うにす るための課題 を選 び、その解 ((態 度》 ・白こσ)健康状態 を考慮 し、安全 に気 を配 りなが ら責任 をもって練 習に取 り組む、
12 から1樋 目選択 ・技の習得 に新た な工夫をカロえたり.新 しい技 に発展的に 決に向けて練習方法を工夫する. 《技 能》 ・自己の能 力に合 った技や連続鼓 を正確 に安 定 して行 ラ。

挑戦 した りして 、自分な りに楽 しみ方を追求す る。 ・自己の能力に適 した技を選び、できるための課題を設定して練習に ((び 方》 ・視聴覚機器 を話 用 して、技ので きば えを把握 しなが ら動 きを見直 した り.工 夫 し
器械運動 取 り織む。 た りす る.
マ ッ ト運 動 ・練習の成果 を試 し、反省 と課題を;kと め る。

眺ぴ箱迅動
か ら1種 日選択

武道 ⑩ [鼠道] [柔 道」 《態 度》 ・密 判の判定に従 い、公平 ・公 正な態度 で試合 を行 う。
ダンス ・相 手の動 きや技に 対 して、攻防のli方 を一し夫 して競い合 ・xr人技能 と しての投げ伎 、固め技.伎 の連繍 ・変化な どについて約 《妓 能》 ・御意技を身に付 け、殖極的に技をit=撚 けた り相 予の動 きに応 じて技を掛けた りす
から1領 域選択 う。 束糾1習、カ、カ・り練 習,自 山練 習をfl'う. る 。

1 ・互いに相手を尊重 し、勝敗に対して公正な態度がとれる ・技能の程度 に応 じて、ル ールを⊥夫 し試合 を行 う。 《学び 方》 ・得意後を身 に付ける ことがで きるよう、相 手と教え合 ったり、タイ ミン グを合わ

とともに安全に留意 しながら運動を行 う、 せたして錬習を工夫する。

{.ダン ス] しダン スコ 《態 度》 ・膏楽の リズムに合わせて 、白己の 考えた動 きで動 こうとす る.
・心 と体を ほぐ し、軽快 な 音楽に合わせ て リズミカルに踊 ・現代的な軽快 な リズ ムに乗って動 きをT .夫 して171bに 踊'・た り、い ・仲間の作品の できばえ を互いに評価す る。

った り、動 きを工人 して作品を作 った りして グループや ろいうなテ_7に よる表 現と してのダン スを踊 った りする、 《技 能》 。動 きや リズムを変化 させ 、衷現の仕 方を工夫 して踊 る.

み んなで楽 しく踊 る。 ・グループで テーマや課題 を謹定 し、作品 づく りに取 り紺 む。 (('r'・ぴ 方》 ・作品づ くりにおいて、互い に意見 を出 し合い、動 きや活動の方 法を91'二大 して練習
2 ・グループ ごとに作品 を雛衷 した り見合 った りする. や 発殿 を竹 う.

球技u ・r'i己の関心 、能力等 に基づいて迎動や課 題を選択 し、運 ・瓢日に必uな 個人的技能や体力を確認し.練 習剖画に位置付ける。 《態[4))・ 白己の役割の 責任を果た し,協 力してゲ・・一ムの運営をす る。

3 m 動 の行い方 を工火 してゲームをす る。 ・今 もりてい る技 能で ゲー ムを行った り、技能 の高 嵐りに応 じたルー ・審 判の判竃に従 って、公m・ 公正な慮度 でプ レーをする。
パスケ ッ トポール ル や ゲ … ム を'i:1:す る。 (([lc能 》 ・掘 手チー ムの攻 めliや 守 り方に応 じた攻防の 動きを身に付け る1,

サ ッカー ・ポジシiン や フ培一 メー シ3ン な どの作職 を立てて.自 己のチー ム ((``一%ぴ方》 ・チームの課題 を基に、攻 め方や"・1`h/iにつ いて指示や助 詐を し合なが ら、練習方

テニス の特徴を生か したゲーム を行 う。 法 の工夫や ゲー ムの運営 を行 う。
から1稲 目選択 ・ゲームを機 り返 り、成 果を話 し4nい 、次の課題 を確かめ る。



(3)陸 上競技における3年 間を見通 した指導計画例

「1年
男女共習 ・一斉授業 ・課 題解 決的な学習1
態度の内審 学ひ方の内容 技能の内容 種 目 学 習 内 容

協力 自己理解 ・ク ラ ゥ チ ン グ ス ター ト ・クラ ウチ ン グス ター トの丞 本学習

・ル ール を守 る ・能力や適性の認識 ・中 間疾 走 短距離走 ・効果的な中間疾走の方法
・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る 目標般定 ・フ ィニ ッ シ ュ ・フ ィ ニ ッ シ ュ の 方 法 ・記 録 会

・励 ま し合 う ・自他の能力や適性に応 じた目標の設定 ・ス タ ー ト ・中 間 疾 走 ・チー ム で協 力 して 自己の走 力の向 上 とチ ーム カの 向上

・?i:いに教 え合 い学 び 合 う 課題設定 ・バ トンパ ス
リ レー ・目標 タイ ムの設 定 とオ ー ダーの工 夫

公正 ・目標 に応 じた 課題 の検 討 と設 定(資 料 や ア ドバ イ ・フ ィ ニ ツ シ ュ ・チ… ムに よ る学 習 ・記録 会

・素 直 さや 謙虚 さ スに基づいた情報の分析等) ・ジ ョギ ン グ ・ジ ョギ ングに よ る一定 距離 の完走

・人 の意 見 を聞 く 計画立案 ・ペ ー ス 走 長距離走 ・呼吸 方法の 習得

・結 果 を受 け入れ る ・練習計画の立案(資 料の活用、場や時間の設定) ・ペ ー ス走や 個 々の記 録 への挑 戦

健 康 ・安全 練習 ・ハー ドル を リズ ミカル に越 え ・フ ラ ッ ト走 の測 定

・自己の健 康 管理 をす る ・技 能 の理解 と習得 る ハー ドル 走 ・他 の用 器具(ハ ー ドル にか わる)を 用 い ての 全力疾 走

・自己や仲間の健康観察をする ・施 設用 具 の活 用 ・ハ ー ド リ ン グ ・ハ ー ドルの 高 さ とイ ンター バルの距離 の設 定

・用 具の扱 い 方 ・ルールの理解と工夫した審判方法の理解 ・記 録会

・学習環境の整備 ・グル ープ 内 での学 び合 い 、教 え合 い ・助 走
1

・50m走 と立 ち幅跳 び か ら 目標の設定

意欲 ・記 録会 の 運営 ・踏 切 走 り幅跳び ・ス ピー ドの あ る助 走 と力強 い踏 切の習 得
・向 上心 フィードバ ック ・着 地

・主体 性 ・自己評価を中心に行いながら相互評価に発展させ ・助 走 、踏切 、 空間動 作 、着地 ・は さみ跳 び とベ リー ロー ル の基本動作 の習 得

・努 力 る ・は さみ跳 び 走り高跳び ・助 走 ・踏 切 ・フォー ム作 り と各 自の課題 発 見

L.
・ベ リー ロ ー ル ・記 録 会 、

一
〇

r2年 男女共習 ・選択制 ・課題解 決的な学習1
熊度 の 内容i 学び方の内容 枝能の内容 種 目 学 習 内 容

協力 自己理解 ・ク ラ ウ チ ン グ ス タ ー ト ・ス ター トダ ッシュ の基本 動作 の習得

・ル ール を守 る ・能力や適性の認識 ・中間疾 走 短距離走 ・効果的な中間疾走の方法
・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン を 図 る 目標設定 ・フ イ ニ ツ シ ュ ・フ ィニ ッシュの 方法 ・記録 会

・言葉 か けや 励 ま し合 い ・自己の能力や適性に応じた目標の設定 ■ 1

・互 い に教 え合い 学 び合 う ・仲 間 の能 力理 解 と グルー プ の 目標 の設 定 ・ス タ ー ト ・日標 タイム の設 定 とオー ダー の工夫

公正 課題設定 ・中間疾 走 リ レー ・バ トンパ スの向上 を図 るための 課題 解決 的 な学 習

・素 直 さや 謙 虚 さ ・目標 に応 じた課題 の検 討 と設 定(資 料や ア ドパ イ ・バ トン パ ス ・テー クオーバ ー ゾー ンの効 果的 な活用 方法 の習得

・人の意見を聞き学習に生かす スに基づいた情報の分析等) ・フ ィニ ッ シ ュ

・結果を受け入れる 計画立案 1 1

健 康 ・安全
・自 己の 目的に 応 じた見 通 しを もった練 習 計 画の 立 ・ジ ョギ ン グ ・ジ ョギ ン グに よる一 定の長 い距離 の完走

・自己の健 康 管理 をす る 案(資 料の活用、場や時間の設定) ・ペ ー ス走 長距離走 ・800～3000mの タ イ ム 測 定

・自己や仲間の健康観察をする ・互 い の良 さを 生か した役 割分 担 ・1000～3000m走 ・イ ン タ ー バ ル トレー ニ ン グ とペ ー ス 走 ・時 間 走

・自己の健康状態に応 じた学習 練習 . .

計画 ・技能 の理解 と習 得 ・ス タ ー トか ら第1ハ ー ドル ・フラ ッ ト走の 測定

・用 具の活 用 の工 夫 ・練 習 内容 の理解 と工夫 ・ハ ー ド リ ン グ ハー ドル走 ・個 に応 じたハ ー ドル の設 定 と目標 タイ ムの設 定

・学習環境の整備 ・施 設用 具 の活 用 ・イ ン ター バル(3～5歩) ・グル ープ に よ る課題 解 決的tz学 習 ・技能 の 向上

意欲 ・グル ー プ 内で の 互 いの 良 さに 基づ い た役 割 分担 と . 1

・向 上心 遂行 ・助 走 ・50m走 と立 ち幅跳 び か ら目標の設 定

・主体性 ・ル ール や審 判 方法 の理解 と工夫 ・踏切 走り幅跳び ・踏切前の準備動作から踏切角度や空間動作などグルー
・努 力 ・グルー プ 内で の学 び合い 教 え合 い ・空間 動作 と着地 プによる学習
・継続 力 ・学 習 の 目標 に応 じた記録 会の 運営 1

・貴任 フィードバ ック ・助走
、踏 切 、空間 動作 、着 地

・は さみ 跳 び とベ リー ロー ル の技能及 び記録 の 向上

・自己評価 、相互 評価 を通 した 学習 活動 の振 り返 り
・は さみ跳 び 走り高跳び ・各 自の課 題 発 見 と体力 づ くり

・ベ リー ロ ー ル ・グルー プ に よ る課顯 解 決的 な学習 」



に

「3年 男女共習 ・選択制 ・課題解決 的な学習(2年 選 択で履修済み)1
態度の内容 掌ぴ方の内容 技能の内容 種 目 掌 習 内 容 「

協力 自己理解 ・個 に応 じた ク ラウチ ン クス ター トの技能 の習 得
・ル ール を守 る ・能力や適性の認識と課題の分析 ・ク ラ ウチ ン グ ス ター ト 短距離走 ・ス ター トダ ッシ ュか ら中間疾 走
・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る 目標設定 ・中間疾 走 ・フ ィニ ッシュまで の効 果的な方 法 の学習
・言 葉 かけや 励 ま し合 い ・自己の能力や適性に応 じた目標設定 ・フ ィ ニ ッ シ コ. ・100mト ラ イ ア ル
・rい に教 え合 い学 び合 う ・仲間の能力理解と目標設定

. .

公正 ・チ ャ レンジ 目標 の設 定 ・ス ター ト ・中 間 疾 走 ・目標 タイムの設 定 とオー ダー の工 夫
・素 直 さや 謙 虚 さ 課題設定 ・バ トン パ ス リ レー ・バ トンパスの向上を図るための課題解決的な学習
・人の意見を聞き学習に生かす ・目標に応 じた課題の検討と設定(資 料やア ドバイ ・フ ィ ニ ッ シ ュ ・テー クオーバ ー ゾー ンの効果的 な活 用 方法の習 得
・結果を受け入れる スに基づいた情報の分析等) . 1

健 康 ・安 全 ・チ ャ レン ジ課題 の設 定 ・ジ ョ ギ ン グ ・ジ ョギ ン グに よる一 定の長い 距離 の完走
・自己の 健康 管理 をす る 計画立案 ・ペ ー ス 走 長距離走 ・800～3000mの タイ ム 測 定
・自己や仲間の健康観察をする ・見通 しを もった 練習 計画 の 立案 と資料 の活用 ・1000～3000to走 ・イ ン タ ー バ ル ト レー ニ ン グ とペ ー ス 走 ・時 間 走

・用 具の活 用 の工 夫 ・場や 時 間の設 定 . ,

・安全な学習環境の設定 練習 ・ス ター トか ら 第1ハ ー ドル ・個 に応 じたハ ー ドル の設定 と 目標 タイ ムの設 定
・体調に応 じた学習内容の工夫 ・技能 の理 解 と習得 ・ハ ー ド リン グ ハー ドル走 ・グル ー プに よる学 習

意欲 ・練習内容の理解と工夫 ・イ ンターバ ル(3～5歩) ・記録会を受けての学習
・向1二 心 ・施設 用具 の活 用

. 1

・主体性 ・グル ー プ内 で 一人ひ とりの特性 に応 じた役割 分担 ・助 走 ・50m走 と立ち幅跳 びか ら 目標 の設 定
・努 力 の遂行 ・踏 切 走り幅跳び ・助 走、踏 切 、角度 、 空間動作 の学 習
・継 続 力 ・ルー ルや 審判 方 法の理 解 ・空間動作と着地 ・記録会を受けての学習
・責 任 ・グル ー プ内 での学 び合 い教 え合 い

1 .

・記録会の運営方法の習得と実施 ・助 走 、踏 切 、空 間動 作 、着地
・は さみ跳 び とベ リー ロー ルの 記録会

フィー ドバック ・は さみ跳 び 走り高跳び ・グル ー プに よる学 習
・自己評 価

、相 互評 価 を主体 的に行 い 、学 習活動 に ・ベ リー ロー ル ・記録 会 を受 けての 学習

L 生かす J

「3年 男女 共習
e選択制 ・課 題解決 的な学習(2年 選択で履修 していない)1

態慶の内容 学び方の内容 技能の内容 種 目 掌 習 内 容 「

協力 自己理解 ・ク ラ ウ チ ン グ ス ター ト ・スター トダ ッシ ュの基 本動作 の習 得
・ルー ル を守 る ・能力や適性の認識と課題の分析 ・中 間疾 走 短距離走 ・効果的な中間疾走の方法
・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る 目標設定 ・フ ィニ ッ シ ュ ・フ ィニ ッシ ュ の 方 法 ・記 録 会
・励 ま し合 う ・自己の能力や適性に応じた日標設定 .

・互 いに教 え 合 い学 び 合 う ・仲間の能力理解と昌標設定 ・ス タ ー ト ・中 間 疾 走 ・目標 タイ ムの設 定 とオー ダー の工 夫

公正 課題設定 ・バ トンパ ス リ レー ・バ トンパ スの 向上 を図 るため ブルー ライ ン を用 い、 テー
・素直さや謙虚さ ・目標に応 じた課題の検討と設定(資 料やアドバイ ・フ ィニ ッ シ ュ クオーバ ー ゾー ンの効果 的な活 用方 法の 習得
・人の意見を聞き学習に生かす スに基づいた情報の分析等) .

・結 果 を受 け入 れ る 計画立案 ・ジ ョギ ン グ ・ジ ョギ ン グに よ る一 定の長い距 離の 完走

健康 ・安 全 ・見通 しを もち 、効果 的 な練 習 計画 の立 案 と資料 の ・ペ ー ス 走 長距離走 ・800～3000mの タ イ ム 測 定

・自己 の健 康管 理 をす る 活用、場や時間の設定 ・1000m～3000m ・イ ン タ ー バ ル トレ ー ニ ン グ とペ ー ス 走 ・時 間 走

・自己や仲間の健康観察をする 練習 1

・用 具 の活 用の 工 夫 ・技能 の理 解 と習得 ・ス タ ー トか ら第1ハ ー ドル ・フラ ッ ト走の測 定
・体調や健康状態に応 じた学習 ・練習内容の理解と工夫 ・ハ ー ド リ ン グ ハー ドル走 ・他 の 用器 具(ハ ー ドル にかわ る)を 用い ての全 力疾 走

環境の工夫と設定 ・施設用具の活用 ・イ ン ター バル(3～5歩) ・ハー ドル の高 さとイ ンターバル の距離 の設 定

意欲 ・グル ー プ内 で一 人ひ と りの特性 に応 じた役割 分担 ・記 録 会
・向 上心 の遂行 1

・主 体性

・努 力
・継 続 力

・ルールや審判方法の理解
・グループ内での学び合い教え合い
・記録会の運営方法と実施

・助走

・踏 切

・空間 動作 と着 地
走り幅跳び

・50m走 と立ち幅跳びから目標の設定
・踏切前の準備動作から踏切角度や空間動作などグループ

による学習
・貨任 フィー ドバック 1 .

・自己評 価
、相 亙評 価 を主体 的に 行 い、 学習活 動 に ・助走 、踏 切 、空 間動 作 、着地 ・は さみ跳 び とベ リー ロールの技 能及 び記録 の向 上

生かす ・は さみ跳 び 走り高跳び ・各 自の課題 発 見 と体 力づ く り

L

・ベ リー ロ ー ル ・グループによる課題解決的な学習
J



5実 証 授 業1(走 り高跳び)
(1)単 元計画例 男女共習 ・選択制 陸上競技(走 り高跳び)第2学 年10時 間

①単元 目標
○自己の役割 を果た し、仲間 と協力 して学習に取 り組む。(態 度)
○はさみ跳びとベ リーロールの学習を通 して助走、踏切、空間動作、着地の技能を身に付ける。(技 能)
○自己の能力にあった跳躍方法を選択 し、より高く眺躍するための課題設定と課題解決に向けた練習方法の仕方を身に付けるとともに、自己評価を通して自己の学習状況を

l

co

i

②単元 雪導 言
的確に振 り返 り、次時の学習に生かす。(学 び方)

画(例)
時間 内' 学 習 の 内 容 ・活 動 評価の襯点 と評価規纏 評価資料 指 導 ◎ ・支 援 ○

rれ から励 組む運動の特性と学習歳 漢 ・仲 間 と協 ノ」して進 ん で 学 習 に 取 り組 も う と して い る。 観 察

学 習ノーh. ◎学習 目標の達成に向けて、自己の能力に応 じ
学 オ 1容 に つ い て の 理 解 を通 して 、 学 習 活 動:

●層 ・瘤 舘 離 職藻礪 灘 赫 能 首表謙 ℃
ている. た目標を設定できるように指導する。

1
z 巴 対する興味'関 心を高める・ ノ

: ・自己や グループの能力に応 じた 目標や課題 を設定 してい

る。
学 習 ノート ◎試技の意味を正確に理解させる。

O役 割編成において自分のよさを発揮できる役
習 ン ・自己の能力を理解するための試 し跳び ・課題解決に向けた、学習計画を立てている。 割 となるように言葉がけをする。

テ ・学習グループの編成 ○跳び方や練習方法を選択できるよ うに学習 ノ
i ・種 目選 択 技 ・今 もっ て い るカ で は さみ 跳 び を跳 ぶ こ とが で き る

。 観察 一 トの活 用 をア ドバイ スす る
。

1 2 シ ・自己の日標に応 じての課題を設定 スキルテスト ○学習の進め方や練習計画を立てるために学ski
・課題解決に向けた学習計画の立案ヨ 資料を活用するよう言葉がけをする。

ン ・準 備 運 動 、体 つ く り運 動 の 立案 、 作 成 知 ・学習の進め方、学び方を理解 している 観察
学 習 ノーF

. 1

r、 e ・学 習 に意 欲 的 に 取 り組 も うと して い る。 観察
ね ねらい1 ・学 習 活 動 に 責任 を も って 取 り組 も うと して い る

。 学 習 ノート ◎踏み切 り位置の設定の仕方を指導す る。
3 今 あ る カ で 、 は さみ 跳 び とベ リー ロ

・結果や仲間の助言を受け入れようとしているn ◎振 り上げ足や、腕の使い方にっいて視聴覚機
ら 一ルの披能習得に向けた学習方法を工 ・自他の健康観察 ・.g理や健康 ・安全に配慮 した活動をし 器等を使い具体的に指導する。

4 夫す る よ う と して い る。 ◎助走、踏み切 りの動作を生か した空間動作に
い L一 ノ

・ル ー ル を守 り学 習 に取 り組 も う と して い る
。 なるように指導す る。

5 ◎はみ出して着地 してしまった場合のけがや事
1 ・助 走

、踏 切 、 空 間 動 作 、 着 地 の 練 習 方 眉 ・自己の課題解決に向け練習の仕方を選択 した り、工夫 ・ 観察 故の例を挙げ、安全面に配慮するように指導
法の選択 と工夫 改 善 した り して い る。 学 習 ノート す る。

1

・学 習 の振 り返 りを通 して 、 学 習 の 成 果 を確 認 し、 新 しい ◎計測方法、ルールについて資料を使って説明
目標 、 課 題 を設 定 して い る。 す る 。

昌 r1字 、 ね ら い2, 0互 いに協力 し合えるように言葉がけをする。
ね :高 ま っ た カ で 、 自 己 に適 した 跳 び方: 技 ・跳 び 方 に 応 じた助 走 を リズ ム よ く行 う こ とが で きる。 観察 ○カを入れすぎずに リズムよく助走できるよ う

習

6

⑦
ら

い

1を 選択 し記録の向上に向けた学習方i

L法 を賜 …する ノ

・練習方法の選択と工夫

・跳び方に応 じた適切な踏み切 り位置が設定できる。
・跳び方に応 じた助走、踏み切 りの動作を生かした空間動
作ができる。

・安全に着地ができる。

学 習 ノート

スキルテスト

にア ドバイスをする。
O振 り上げ足が引っかかる場合は、踏み切りの

位置を変えてみるようにア ドバイスをする。
○踏み切 り足が引っかかる場合に対 しては、腕

8 ・高 ま っ た 力 で 、跳 躍 方 法 を 選 択 し、 よ を使い上体をあげることを意識 させ る。
2 り高 く跳ぶための練習方法の選択 と工 気 ・課題解決に向けた学習の進め方を理解 している。 観察

ll 夫 ・走 り高跳びの計測の仕方、ルールや審判方法を理解 して 学 習 ノート
・計 測 の仕 方 、 ル ー ル の理 解 い る 。

・用 具 の扱 い 方 、 学 署 環 境 の 整 備 の 仕 方 を知 って い る.

⊂学習成果の発表として記録会を行う〕

僕 ・目他 の健 康 観 察 ・管 理 や 健 康 ・安 全 に 配 慮 した 活 動 を し

よ う と して い る。
・自分 の もっ て い る 力 を 発 揮 しよ う と して い る。

観 察

学 習 ノート

◎学習成果の発揮に向けて、全力で臨むように
指導する。◎
正 しい用具の使い方について再確認す るよう

9 ま ・ル ー ル を 守 り学 習 に 取 り組 も う と して い る
。 に 指 導 す る。

・記録会の実施 ◎自己や グループの学習の成果にっいて学習ノ
と ・学習の振 り返 りと今後の課題の明確化 ,害

・学 習 を振 り返 り、 新 しい 目標 、 課題 を 設 定 して い る。 観察
一 トの評価を活用するように指導する

。
・学習の振 り返りを通して、学習の成果を確認 し、自己の 学 習 ノート 0各 自の役割を責任をもって取 り組むように言

io め _誤 題を整理混 て虹 ζi、 葉がけをするUロ投
・ベ リーロールやはぎみ跳びの練習成果を発樟することが

観 察 、 ○ルール等の理解について、学習資料を活用す
で き る。 スキルテスト る よ うに促 す 。

知 ・競技や記録会の運営の仕方を知っている。 観察
・走 り高 跳 び のル ー ル や 審 判 方 法 を知 っ て い る. 学 習 ノート



一
9。

一 「 ■,隔 ■,」

蒔簡 単習内容 関心 ・意欲 ・態 度 思 考 ・判断 技 能 知 識 ・理 解 評価資料
◎ オ リエ ンテ ー シ ョン 学 習 ノー ト

オ これから取り組む運動の特性と ・仲間と協力して進んで学習に取り組 ・自己の適性 、 興味 ・関 心に あっ
リ 1 学習内容についての理解を通 し も うと してい る。 た種 目を選 択 してい る。
工 て 、 学 習 活 動 に対 す る興 味 ・関
ン 心 を高 め る。 観 藥'一 …'幽

テ ・自己の能力を理解するための試 ・白分 の もっ てい るカ を発 揮 しよ う と ・自己や グル ー プの能 力 に応 じた ・今 も って い る力 で は さみ 跳 び ・学 習 の進 め方 、学 び方 を理 学 習 ノー ト
i 2 し跳び して い る。 日標や 課題 を設 定 して いる。 を跳 ぶ こ とがで きる。 解 している。
シ ・種 目選 択 、 グルー プ編 成
ヨ ・自 己の 目標 に応 じた課 題 の設 定 ・課題解決に向けた学習計画を立
ン ・課題解決にむけた学習計画の立

案
て て い る 。

・走 り高跳 び の進備 運動 の作 成

観察
@ね らい1 ・学 習 に 意欲 的 に 取 り組 も うと してい ・自己の課題解決に向け練習の仕 ・課題解決に向けた学習の進 学 習 ノー ト

3 今 あ る カ で 、は さみ 跳 び とべ リ る 。 方を選択 した り、工 夫 ・改善 し め方 を理解 してい る。
一 ロー ル の 技 能 習得 に向 け た学 た り して い る。

ね 習 方法 を工夫 す る。

観察
ら ・飛 び 方 に応 じた助 走

、踏 切 、 空
・自他 の健 康 観 察 ・管理 や 健 康 ・安 全 ・自己の課題解決に向け練習の仕 ・跳 び 方 に応 じた 助走 を リズム ・課題解決に向けた学習の進 学 習 ノー ト

問動作、着地の練習方法の選択 に配 慮 した活 動 を しよ うと してい る。 方 を選択 した り、工 夫 ・改 善 し よ く行 うこ とがで き る。 め方 を理解 してい る。
い 4 と工夫 た り して い る 。 ・跳び方に応じた適切な踏み切

り位 置が設 定 で きる。
1 (グルー プ ・個 人学習) ・跳 び方 に応 じた助 走、振 り切

りの動作を生かした空間動作 ・用 具の扱 い方 、 学 習環 境 の 観察
・ル ール を守 り学習 に取 り組 も うと し ・学習 の振 り返 りを通 して 、学習 が で き る。 整備 の仕 方 を知 ってい る。 スキルテスト

5 て い る 。 の成 果 を確認 し、新 しい 目標 、 ・安 全 に着地 が で きる
。

・走 り高跳 びの 計 測 の仕 方 、 学 習 ノー ト

課題 を設 定 して い る。 ルールや審判方法を理解し
て い る.

観察
◎ねらい2 ・学習 活 動 に 責任 を もっ て 取 り組 もう ・自己の課題解決に向け練習の仕 ・課題解決に向けた学習の進 学 習 ノー ト

6 高 ま った 力 で 、 自分 に適 した 跳 と して い る。 方を選択 した り、T.夫 ・改 善 し め方 を理解 してい る。
び方を選択 し、記録の向上に向 た り して い る。

ね けた学習方法を工夫する。
観察

ら

い ⑦
・課 題解 決 に 向 け た助 走 、踏 切 、
空 間 動 作 、着 地 の 練 習 方法 の 選

択 と工夫

・結 果 や 仲間 の助 言 を受 け 人れ よ うと

して い る。

・自己の繰題 解 決 に向 け練習 の仕

方 を選択 した り、工夫 ・改 善 し
た りしてい る。

・跳 び方 に応 じた助 走 を リズム

よ く行 うこ とがで き る。
・跳 び方 に応 じた適 切 な踏 み切

・課 題 解 決 に向 けた学 習 の 進

め方 を埋解 してい る。
学 習 ノー ト

り位 置 が設 定で き る。
2 (グル ー プ ・個人学 習) ・結果や仲間の助言を受け入れようと ・学習 の振 り返 りを通 して、 学習 ・跳 び方 に 応 じた助 走 、振 り切 ・用 具の扱 い方 、学 習 環境 の 観察

して い る。 の成 果 を確認 し、新 しい 目標 、 りの動作を生かした空間動作 整備 の仕 方 を知 って い る。 スキルテスト

・ル ー ル を守 り学 習 に取 り組 も うと し 課題 を設 定 して いる。 が で き る。 ・走 り高跳 びの 計 測 の仕 方 、 学 習 ノー ト
8 て い る。 ・安 全 に着地 がで き る。 ルールや審判方法を理解 し

て い る.

学 習 ノー ト

◎学習成果の発表として記録会を ・自分の もってい る力 を発 揮 しよ うと ・学習 を振 り返 り、新 しい 目標 、 ・ベ リー ロー ル や は さみ 跳 び の ・競技や記録会の運営の仕方 観察
9 行 う。 して い る 。 課 題 を設 定 してい る。 練習成果を発揮することがで を知 って い る。

ま ・自他 の 健康 観 察 ・管理 や 健 康 ・安 全 き る 。
・記録 会 の 実施 に配 慮 した活 動 を しよ うと して い る。 ・走 り高跳 び の ルー ル や審 判

と ・学 習 の 振 り返 り と今 後 の 課題 の 方 法を知2て シ⊃.る,

明確化 學習フ=ド
め ・自分の もってい るカ を発 揮 しよ うと ・学習 の振 り返 りを通 して、 学習 ・ベ リー ロー ルや は さみ 跳 び の ・競技や記録会の運営の仕方 観察

io し て い る 。 の成果を確認し、自己の課題を 練習成果を発揮することがで を知 ってい る。

整 理 して い る。 き る 。
・ル ー ル を守 り学習 に取 り組 も う と し ・走 り高跳 びの ルー ル や審 判

て い る。 方 法 を知 ってい る。
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(3)学 習指導計画例 第2学 年(10時 間中σ)7時 間 目)
ね らい0グ ループにおける自己の役割を果た し、仲間と協力 して楽 しく学習に取 り組む。(態 度)

0は さみ跳 びとベ リーmル の助走、踏切、空間動作、着地の技能 を身に付け、記録の向上を図る。(技 能)
○ 自己の能力にあった跳躍方法を選択 し、より高 く跳躍できるような課題を設定 し裸題解決 に向けて練習を工夫する。(学 び方) ☆評価の重点項 目

学習内容 ・活動 評価 の観点 と項 目 学習の実現状 況 評価資料 指導 支援

一 一 一 関 o意 欲 0学 習 ノー トに必要事項を記入 してい 観察 ○ 本 時 で の 学 習 ノ ー トの ○ 必 要 に 応 じ て 、 個 人

:本 時 の 学 習 の ね ら い を 理 解 し 、 学: る 。 学 習 ノー ト 活用方法を理解 させ や グル ープに理解 を
導

酵 活動に対する意欲を高めるJ
0健 康 ・安 全 ○ 自他の健康状態を把握 してい る。 る 。 促す言葉 がけや 例示

を行 う。
○前時 を振 り返 り、本時の課題 を確

人 認 す る。 思 0課 題設定 0能 力に適 した自己課題 を設定 してい 学 習 ノ ー ト ○ 本 時 の 課 題 、ポ イ ン ト、

○本時のね らいや学習内容を確認す る 。 練習方法について確認
る 。 す る よ うに 指 導 す る。

○用具準備 、走 り高跳びに適 した準 知 O学 習 内容 の ☆ 学 習 の 進 め 方 を 知 っ て い る。 学 習 ノ ー ト

備 運 動 を 行 う。 理解

r、 関 ○協力 ○積極的に練習や記録会 に参加 してい 観察 ○準備、片づけを協力 し ○で きばえを伝 え合 う
1は さ み 跳 び とベ リー ロ ー ル の 技1 る 。 学 習 ノ ー ト て行 うよ うに指示す な ど 、 話 し合 い に 積
:能 習 得 に 向 け て 練 習 を 工 夫 す る1
㌧ ノ

○ グ ル ー プ 内 の 自 己 の 役 割 と 責 任 を果 た

して い る。

る。

O練 習 場 所 、 安 全 面 な ど

極 的 に 参 加 す る よ う

に 声 が け を す る。

0意 欲 0課 題解決に向けて向上心を持 ってい に注意す るよ うに指導 ○ 練 習 を 通 し て 、 用 具

O助 走 、 踏 切 、 空 間 動 作 、 着 地 の 技 る 。 す る 。 の安全性 を確か めな
展 能 習 得 に 向 け 、 ゴ ム バ ー 等 を 利 用 が ら準備や片付 けを

して 練 習 を 工 夫 す る 。 0公 正 ☆仲間の助言を受け入れている。 行 うことの重要性 に
気 付 か せ る 。

○ グループでお互 いの跳び方のよい
点や改善点を話 し合 う。 思 ○練習方法 ☆資料な どを用いて練習の仕方 を選択 し 観察 ○ グループご との学習状 ○学習 に適 した体 ほ ぐ

た り 、 工 夫 した り して い る 。 学 習 ノー ト 況 を チ ェ ッ ク す る 。 し が 行 え る よ う に 具

○走 り高跳びの一連の動きの確認を ○ 自己理解 ☆ 自己の能力を的確に把握 している。 ○ ビデオな どを活用 して 体例 を示 したア ドバ
す る 。 技 能 を 分 析 し、 自 己 課 イ ス を す る 。

題 の発見の仕方を指導 Oグ ル ープや各生徒 の
○ 自己の記録 に挑戦す る。 技 ○ 助 走 、踏 切 、 ☆ 跳 び 方 に あ っ た 助 走 、踏 切 、空 間 動 作 、 観察 す る 。 っ ま ず き に 対 し 、 解

開 空 間 動 作 、 が で き る。 学 習 ノー ト 決 の ヒ ン トに な る よ

○ 整 理 運 動 ・片 づ け を 行 う。 着地 ☆安全 に着地ができる。 うな具体 例を示 しな
が ら ア ドバ イ ス を す

知 ○運動特性 ☆ 記 録 向 上 の た め の 助 走 、 踏 切 、 空 間 動 観察 ○ 正 しい ベ リー ロー ル の

る 。

作 、 着 地 の 仕 方 を 知 っ て い る。 学 習 ノー ト 跳び方を学習資料 を使 ○学習資料 の見方や使
い再確認す るよう個別 い 方 を ア ドバ イ ス す

に 指 導 す る 。 る 。

r一 ㌔ 関 O意 欲 ○学習 ノー トに必要事項を記入 してい 学 習 ノー ト 0学 習 ノー トに本時の練 ○次時 の学 習に期待 を
ま :本 時 の 成 果 に つ い て 振 り返 り 、: る 。 習の まとめを記入す る も て る よ う に 、 本 時

:次 の課題 を確認す る。1 よ うに 指 導 す る。 の よか った点を紹介
、 ノと し励 ま す 。

○ 振 り返 りを 通 し て 、 新 た な 課 題 を 思 Oフ イ ー ドバ 0練 習の仕方や記録会の結果を分析 して 学 習 ノー ト ○次時の学習内容につい
め 発 見 し、次 時 の 練 習 計 画 を 立 て る 。 ツ ク い る 。 て理解を深め させ るこ

○次時の課題 を整理す る。 ○ 自己評価を練習の工夫 ・改善に生かす と を 通 して 、 意 欲 の 向

こ とが で き る。 上 を 図 る。

評価0グ ループにおける自己の役割 を自覚 し、みんなと協力 して学習を進めることができた。
○はさみ跳 びやベ リー ロールの技能 を身に付けることができた。
0自 己に適 した跳躍方法での課題設定を行い、課題解決に向けた練習の仕方 を工夫することができた。



(4)A・C評 価 の 指 導 と支 援 計 画 例(走 り 高 跳 び)

orA評 価:十 分 満 足 で き る 」 の 学 習 の 実 現 状 況 と指 導 ・支 援 、rC評 価:努 力 を 要 す る 」 の 指 導 ・支 援 表 を 作 成 し、 個 に 応 じ た 指 導 の 工 夫 を 図 っ たV

l

H
㎝

1

A評 価:十 分満足で きる C評 価:努 力を要す る

評価 の観点 と項 目 学習 の実現状況 指導◎ ・支援○ 指導@・ 支援O

関
心
・

意
欲
・

態
度

0意 欲

0協 力

○公正

○健康 ・安全

○学習 ノー トに必要事項を適切に記 入 し
ている。

0課 題解決 に向けてグルー プの仲間 にも
影響を与 える向上心 をもっている。

○グループの仲間に膚がけをしなが ら秘
極的に練習や記録 会に参加 している。

○グループ リーダー としての 自己の役割
を確実に果た してい る。

0仲 間の助言 を素直 に受 け入れ、助言 を
練習に生か してい る。

○ 自他の健康状態を的確 に把握 した練習
計画を立てている。

0自 己 や グ ル ー プ の 状 況 を 学 習 カ ー ドな ど を 通 し

て 把 握 さ せ 、 グ ル ー プ の 状 況 に 応 じ た 課 題 整 理

を し て 学 習 に 取 り組 め る よ うに ア ドバ イ ス を す

る。

○ グ ル ー プ で 話 し合 う内 容 や 励 ま し 合 い 、 教 え 合

い の 方 法 に つ い て ア ドバ イ ス を し 、 学 習 活 動 で

リー ダ ー 性 を 発 揮 で き る よ うに す る。

○ 生 徒 主 体 で 学 習 の ル ー ル づ く りが 行 え る よ う に

サ ポ ー トす る 。

○ 練 習 の 場 に つ い て 、 全 体 を 把 握 し 、 よ り よ い 学

習 環 境 を 設 定 す る 方 法 と 、 予 測 さ れ る危 険 等 に
つ い て 、 練 習 を通 して ア ドバ イ ス を す る 。

○学習 ノー トに 自己の練習諜題 を記入するよ うにア
ドバイスをす る。

◎設定 した課題 を具体的な練習計画に位置づ けるこ
とがで きるように、練習方法の選択の仕方 を指導
する。

◎仲間か らの助言を聞いた りしなが ら、課題解決 に
向けた練習内容を選択す るよ うに指導す る。

◎ グループの一員 と して、自己の意見をAっ た り、
質問 した りす るよ うに指導す る。

◎ 自分が跳ぶ前、跳 んだ後などの安全確認 について
声がけを通 した安全確認 をするように指導する。

思
考
・

判
断

0課 題設定

○練習方法

○自己理解

Oフ イー ドバ
ツク

○ 自己の特徴 を分析 し、目標達成に適 し
た 自己の課題やチ ャ レンジ 目標 を設定
している。

○視聴覚機器・や資料 など練習内容に応 じ
て活用 し練習の仕方 を選択 した り、工
夫 したりしている。

○ 自己の能力のよい点、課題 点の両者を
的確 に把握 している。

0練 習や記録会 の結果 を分析 し、次時の
学習に生か している。

○ 自己評価の結果 か ら、自己に不 足 して
いる課題 を見 つけ、その課題解決にむ
けて練習計画の立て直 しや目標及び課
題の再設定ができる。

◎ 現 在 設 定 して い る 課 題 よ り高 い チ ャ レ ン ジ 目標

を 設 定 し 、 そ の 課 題 解 決 に 向 け て 練 習 を 工 夫 す
る よ う に 指 導 す る 。

◎ 一 人 一 人 に 応 じ た 課 題 や 練 習 方 法 に っ い て 、 全

員 で 把 握 し て 励 ま し合 え る よ う に 指 導 す る。

O視 聴 覚 機 器 を 積 極 的 に 活 用 す る よ う ア ドバ イ ス

を す る 。

◎ グ ル ー プ の 記 録 を 分 析 し、 そ の 結 果 を メ ン バ ー
一 人 一 人 の 課 題 に 置 き 換 え て 考 え

、 新 た な グ ル
ー プ と メ ン バ ー の 課 題 を 導 き 出 す よ う に 指 導 す

る 。

○ 自 己 評 価 の 結 果 と そ の 活 用 方 法 に つ い て 、 個 別

に 話 し合 い 、 学 習 の 進 め 方 を ア ドバ イ ス す る。

0前 時の学習活 動を振 り返 り、学習課題 を考える よ
うに個人的 に声がけをす る。

○ 自己課題の解決に向けての練習方法について、同
じ課題を もっ仲間 と…緒 に取 り組む ようにア ドバ
イスをする。

◎課題解決に向け、視聴覚機器な どを用いて個別 の
指導 を行 う。

◎練習の結果を振 り返 り、自己の課題を達成 がで き
たか ど うかを適切に判断できるように、自己評価
を生か した学習計 画の立て方を指導する。

技

能

○ 助 走 、踏 切 、

空 間 動 作 、

着 地

○ 跳 び 方 に 適 した 、 記 録 の 向 上 に つ な が
る 、 リ ズ ミ カ ル な 助 走 、 力 強 い 踏 切 、

無 駄 の な い 空 間 動 作 、 安 全 な 着 地 が で

き る。

○ 一 っ 一 っ の 技 能 に っ い て 、 視 聴 覚 機 器 な ど を 活
用 して 、 自 己 チ ェ ッ ク を す る よ うに ア ドバ イ ス

を す る 。

@一 つ 一 つ の 動 作 の 確 認 を 通 し て 、 基 礎 的 な 技 能 を
身 に 付 け られ る よ うに 個 別 指 導 をす る。

知
識
・

理
解

○ 学 習 内 容 の
理解

○運動特性

○ 学 習 の 進 め 方 を 理 解 し 、メ ン バ ー に も

教 え て い る。

○ 記 録 向 上 の た め リ ズ ミ カ ル な 助 走 、 力

強 い 踏 切 、 無 駄 の な い 空 間 動 作 、 安 全

な 着 地 の 仕 方 を 知 っ て い る 。

○ 本 時 の 成 果 を 一 人 一 人 が 理 解 で き る よ う に 、 自
己 の 良 か っ た 点 と グ ル ー プ の 頑 張 っ た 点 に っ い

て 確 認 す る よ うに ア ドバ イ ス を す る 。

○ 理 解 度 チ ェ ッ ク 表 を 活 用 して 、 達 成 状 況 を 確 認

す る よ うに 声 が け を す る 。

○ 学 習 を 振 り返 り 、 自 己 の 成 果 を よ く 考 え て 評 価 す
る よ う に 声 が け を す る。

◎ 理 解 度 チ ェ ッ ク 表 を 活 用 し て 、 学 習 の 逮 成 状 況 に

つ い て 確 認 す る よ う に 指 導 す る.



(5)学 習資料

①生徒の自己評価カー ド(リ レー)

・各授業ごとに白枠の中に自己評価を記入しよう。

・屡i翻の部分でも以前よりも良くできるようになっていたら記入しよう。

A… 良 くできたB… だいたいできたC… もうす こし ね ら い1

345

ね ら い2

6789

まとめ

10

関心
●

意欲
鱒

態度

C 意欲的に取り組めている ;

②仲間と協力して取り組めている

C
「準備 ・後 かたづ け等が きちん とで きてい る 1

C 自分と仲間の健康や安全に気を付けて取り組めている 1
⑤記録会に練習の成果を発揮している ;絃∵li難!

,、、……1蓄驚 韓 遙　灘駿「
蓋` 懸騰

思考
●

判断

C 学習の進め方を理解し、学習計画を立てている Ll潔{1　 　麟i・ ・5
瀞9;ミ 、,・:
-Fri:撚 ヌξ

-

醜 ・・こ・・

② 自分やチームの能力や特徴を生かした目標が設定している 灘 嚢 iliili逡i藝1

耐繋

h
酔

目標達成のための課題を適切に設定している 壷1轟

課題解決に向けて練習方法を選択したり工夫したりしている …
隷麺

⑤練習や記録会の結果を振り返り、新たな目標や課題を再設定している 羅叢ii難鐵 募認r!鞠1
°F

』P』嚢 欝
ll

}・ ≧.

業

技能

C ス ター ト、中間疾 走 、フ ィニ ッシュ等、 短距 離走 の技能 を習得 で きてい る
,.

郵・翻1ミ ㍉㌔;こ震灘
1.・ ・糠 伊弓

②バ トンの受け渡しが正確にできる f
F馨認iii華 liiiil轡

C 自分 に適 した構 え方や フ ォーム 、走 り方 で力 強 く走 る ことができ る .,ve.f
r1'iif'r.

鞭ll
雌`轟

C ス ピー ドを落 とさず 、スム ーズなバ トンパ スがで きる 叢 …矯.ゴミ、
難甕

知識
5

理解

C 走 り方や 良い フォー ムを理解 して い る ミ嚢il5譲 4.i.

驚 嫡 、.須

②バ トンパス の仕 方を理 解 してい る
ト

重醗.彗i
';ti

・騰

③ 学習の進め方を理解している il蜜黎
_鰯i

憾i萎
〉{si..

一、F、¶ 「霧鼠i
蓬.史,

》麟 凋

C 練習の方法を理解 している i懸ii i罫γ 譲難
,・鰹 鰯:弧,

C ルール を理解 してい る
r 灘ぎ 麟iii藁:i

⑥1記録会の運営の仕方を理解している 響懸-㌦許

.議il二
::iiaF
.i(3(

鋼難 蕪乗轟 霧i
脚

② 学 習 ノ ー ト

陸 上 瑚 技 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ■

匿学盟調o陸 上離籟のイ〆一ジ

匿陞上醗鎮o特 性

①A問 の藷寧的啓運跳腿力を喬6唖,可能性に擁戟ずる罵ボーM,.

②招手εΩ鯉`瞼 勧こ岡時に,自 分自身⑦紀録向上ζいう自己克盤盟のスポー7.

① 「走蓉 ・置ヒぶ ・櫓lfる 」こ51う糧棚 な運勧雛力謄向」上発臼亡雌る.

岨陸上麗鐵の田史

①紀元前`776年A古 梶孝リシ7諸 リンピ暫ケτ 「麿 ・澱 ・鞭」"興 われe.

⑦近鴬オ1「ンピリケ雛,圏 か弓窃猷 目田」

③9寧 へ博明盈組期に崇萎か鯨紹"さ れる.

④8参 惨ry12年 の窮5回 涛叩ンピ噌ご7臼喝 嚇自a

㎜ 瓶の積顕

魎距紐竈 短`1距懸毒組る1特悶ぞ走葛競

械.醗 性こ曝膳71が響求霊

na.

走`塵彊跡び 遠くへこ蔀Oζ な翻う観拭

助定`踏 お切闘09イ ミンケ

が置要.

A一 ド轟忠 龍埋に醗かれ偲走瞳上o俸 害

唐tび 凹しτ箆`1,紀 録を膜

弓.

走Ll窮蹴ぜ 腐くこぶここ壱硬う醒振r・,

助魅…のタイミンヴε一蔚o咽

馳力加1孝.

中 ・畠鍾離走 筋力 ・持ス需 ・スピード壱隅

飾し谷餌ら一竃o橿 い距舶砦

定行確6.

擬搬τe樋 》 むO脅 追くへ搬"る ζ=こ肇腺

う.中 学℃健主に囎鳥搬κ.

匝各種且②イメージ

誉援壌宅恰繭 し谷い

題距舶亀

'、一ド`L筐

中 ・侵職

走鱒幅蹴び

邸幅蹴ぴ

☆学 習 ノー トの 記入 の仕方

富まったカで.跳び方を選訳し記録の向上を自指そう

1.ま ず、2ペ ージでたてた練習P1画 を 「練習計画」の欄 に託入づ
2授 業め始めに課題を記入す る。
3.授 業の終わ りにその他の項 目について記入する。
4.「 見直 し内容」は、初 めにたてた練習計画 とは違 う内容 に変貞

ときに記入する。
(次の授業のために)

5.下 の記入例を参考に しま しょう。

7蒔 間目

記 入 例

月e`}
F

練習計画 タイ ミング よ く踏切 り、腕 で上 体 を引 き上 げ る

謀 饒ぴ方 ぺ11一 ロール
ns 意欲的に取り組み伸悶 と協力して

内容 踏切 でかかとから入ることを迭畿 拳習することができたi

題 鵬 ユ20彊 隠

0練 習内容 思 自分の課題にあった練習をしたり
自 工夫したりすることができた

パーの.:,,と ころ で踏切 の ク1ミ ンクs
つかむ隷習と腕 を倹ゲ【上体を引さ上げ
る線智 をした。

伎 自分にあった眺ぴ方を遵択し、自

O工 夫した点 己 分の躁題に応じた疲術が身に付い
た

かかとから八って腕 と肩を引き上げた

知 助走、踏み切り、空聞動作.君 納
評 について注意点を理解 した

Oう まくいった点

かかとから入ウて舵で体を引き上げる銀習
を したら、少 しタイ ミングAri?h・ て きたo 学習を摂り返って

価
O本時の最高記録 夕{ミ ングの 良い踏みu,り が藩 しい。

喚闘的 に翻}メ」切 れ るよ うにした」㌔
班の人に塾いところを見てもらったの

13D 自分の注禽点がわかつた。
㎝

先生より
見直し
内容

噛 脚

鵬 「凄 し ご の 租垂目 を や,τ ∂県摺`tτ 野ず"?-16一



(6)実 証 授業 の ま とめ と考察

①結果

導

入

展

開

ま

と
め

学 習 指 導
ガイ ダ ンス機 能の 充実 を図る

○ オ リエ ンテ ー シ ョンは時 間 がか か るが 、学
習 内容 を把 握 し、学 習 の進 め 方 を理 解 す る
た めに大 変有 効 であ った。 生 徒 も学 習 に 対

す る意欲 が 高 ま り、積 極 的 に学 習活 動 に 取
り組 んだ。

男女共 習
○ 学習 の経 過 を通 して 、 互い を理 解 し、 よ さ

を発 見す る こ とで、 男女 が 協 力 して取 り組
む活動 が ス ムー ズ に行 え るよ うになった。

学習計画 の作 成 ・学 習資 料の活 用
○ 学習 ノー トを活 用 す る こ とで 学習 計 画 に沿

っ た練習 内 容や 目標 が確 認 され 、生徒 は学

習活 動 に 見通 しを持 ち効率 よ く学 習 を展 開
す るこ とがで き るよ うに なった。

学 習形態 ・指導方法
○学 習活 動 にお い て、 学 習 の状 況 に応 じて一

斉 指導 と個 別 指導 の場 面 を取 り入 れ る こ と
で、学 習活 動 の理解 が 深 ま り、 技能 の 習得
に効果的 で あ った。

○個 に応 じた指 導 の充 実 に よ り、一 人 一 人 の
生徒 が 自分 の課 題 に沿 っ た学 習 を効 率 よ く

進 め られ るの で、学 習 活動 が よ り一 層 意欲
的 に取 り組 め るよ うにな った。

● グルー プ学 習 にお いて 個 に応 じた指 導 の充

実 を図 るた め には計 画 的 に指 導 時間 を設 定
す る必要 が あ る。

学 習資料 の活用
○学 習 カー ドの活 用や 学 習 のね らい を提 示す

る こ とで 、活 動 や 目的 が 明確 にな り、 学習

開 始時 に意 欲 が 見 られ な か った 生徒 も見通
しをもち、意欲 的 に取 り組 む よ うにな った。

○用 具や 場 の 工夫 に よ り、 目的 意識 が 明確 に
な り意 欲 が 高 ま った。 そ の結 果 、生 徒 自身

もい ろいろ 工夫す る よ うになっ た。
● 効果 的 な学 習 活 動 の展 開 に 向 けて 、学 習資

料の活用 の仕 方 の工夫 を図 る。

選択 制 ・課 題解 決的 な学 習
O学 習 後 の感想 に、 「自分 で課 題 を設 定 し、

主 体的 に学習 活 動 を進 め る こ とは楽 しか っ
た 」 と感 じて い る生徒 が多 か っ た こ とは、

課題 解 決 的 な学 習活 動 が生 徒 の意 欲 向上 に
有効 で あ り、学 習 の楽 しさを味 わわ せ る こ
とが でき るこ とが分 かった。

○ は成 果 ● は課題

評
自己評価 カー ド
○ 本 時 の学習 活 動 を確認 す る とき に、 自己評 価

カ ー ドを合 わせ て確認 させ る こ とで 、生 徒 が
そ の時 間 の学 習 目標 をよ り一層明 確 にす る こ

とが で きた。 そ の結果 と して、課 題 解 決意 識
が 高 ま り、意 欲 的 な学習 活動 に取 り組 む よ う
に なった。

学 習資料 の活用

● 実 施時 間 の学 習 目標 や 資料 の提 示 の仕 方 を 工
夫 す る こ とに よ り、 フ ィー ドバ ック効 果 が 高
ま り、よ り一層 学習活動 が深 ま るよ うにな る。

学 習活動 の見取 り
0評 価 計画 と生徒 の学習 活動 の実現 状 況表 の 作

成 に よ り、 生徒 の学習 活動 の見取 りの視 点 が
明確 に な った。 そ の 結果 、生徒 へ のア ドバ イ
スが よ り的確 に な り、生徒 の 自己課題 の解決

と意欲 の向上 にっ なが った。

学習 資料の活 用
○学 習 カ ー ドの記 入 を通 して 、 自己理 解 が深 ま

っ た。 ま た、 学習 資 料 に課題 選 択 を取 り入 れ

た こ とで、 課 題設 定 の仕 方 を理 解 し、 自己の

学 習課題 の設定 の仕方 が よ り具体的 にな った。
自己評価 カー ド
○ 自己評価 カー ドの記 入 を通 して、 自己の よ さ

と学 習課 題 を理解 し、次 時 の学 習 活動 に 具体
的 な学 習活 動 を設 定 す るな どの活 用 がで き る
よ うになった。

Oグ ル ー プや チー ム で学習 を振 り返 るこ とで、
互 いの よ さを理解 し、仲 間 と協 力 して学 び合

うことがで きる よ うにな った。
○ 学習 後 の 教師 の 評価 と して の ワンポ イ ン トア

ドバ イ ス が、 課題 の設 定 の仕方 、 自己評 価能
力 の育成 、 よ さの発 見 と深 ま り、意欲 の向上
の上で も大変有 効 であった。

学習 活動 ・資料 の活用
●効 果的 な指 導 に向 けて、 よ り一層 モ チベー シ

ョンが 高ま る動機 付 けの工夫 をす る。

学習 資料の活 用
●評 価 にか かわ る資料 の整 理 の仕 方 と活 用方 法

の効率化 を図 る。

自己評価
○ 学習 後 の評 価 活動 を通 して、 仲 間 と意 見 を交

換 した り、 進 ん で互 い に評価 した りす るな ど
の 場面 が見 られ るよ うにな った。

○学 習 カ ー ドを通 して、 自己の学 習 に対す る変

容 が読 み とれ 、 学習 活動 へ の意欲 や 工夫 ・改

善 に大 いに役 立 った。

② 考 察

○ オ リエ ンテ ー シ ョンの充 実 と、主 体性 に基づ い た選 択 に よ る学 習活 動 に取 り組 ん だ こ とで、
学習 活 動 に対す る 自己責任 が培 われ 、 意欲 を もち、仲 間 と協 力 して取 り組 む よ うにな った。

○学習 カー ドを使 っての課題 解 決的 な学 習 を実施す る ことで、 自ら考 えて行動 し、主 体的 に学

習 活動 の 工夫 ・改 善に取 り組む よ うにな った。
O計 画的 な評 価 を取 り入 れ た こ とで、効 率的 な評価 が実施 で きた。 また、評 価計 画 に基 づい た

自己評価 カー ドは、学習 内容 の 定着 と自己理 解 の2面 性 か ら生 徒 の学 習活 動 に役 立だ った。

○個 に応 じた指 導計 画は、習 熟の状況 に応 じた生徒 の指導 に役 立 ち、学習意欲 を高 めた。
● 個 人技 能 の習得 を効果 的 に行 うた めの 学習資 料 ・教 材 の工 夫が 重要 で あ り、IT機 器 の活用

な どについ て もよ り一層 工夫 した い。

● 生徒 の 学習活 動 を的確 に見 取 るた めの教師 の資質 の向 上や 資料 の 工夫 ・改善 を図 る。
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6実 証 授 業2(リ レー)

(1)単 元 計 画 例 男女 共 習 ・選 択 制 陸 上競 技(リ レー)第2学 年10時 間

① 単元 目標

○ 自 己や 仲 間 の健 康 に配 慮 しなが ら、互 い に教 え 合い 、 学 び合 う態 度 を養 うとと もに 、主 体的 に学 習す る態度 を身 に付 け る。(態 度)
O自 己や チ ー ム の課 題 を解 決す るた め の練習 内容や オ ー ダー の 工夫 を通 して 、 ス ター ト、 中間疾 走 、バ トンパ ス、 フ ィニ ッシュの 技能 の 向上 を図 る。(技 能)

○ 自 己の能 力 に応 じて適 切 に課 題 を設 定 し、躁 題 解決 に向 け て学 習計 画 を立 て 、練 習 内容 の選 択及 び 学習 の 仕 方を 身 に付 け る と ともに 、 自己評価 を通 して 自己の学 習状 況 を的確 に振 り
返 り、 次時 の学 習 に生 か すu(学 び方)

1

笏

1

②単元指導計画 (例)

時間 内容 学 習 内容 ・活動 PT価 の 観 点 とtilln'価規 準 評価資料 旨導 ◎ ・支援0

r、
1これ か ら取 り組 む運 動 の特 性 と学習 の 内容 につ:

関 ・学 習 活動 に意欲 的 に取 り組 も うと しい る。
.

露 ・学者ノート ◎ 目 己の能 力の 把 握 を通 して 課題 を設定 し、 そ
の解 決 の仕 方 につ いて指 導 す る、

学 1

オ

呈

1いての 理解 を通 して 、学 習活 動 に対 す る興 味 ・1

魍 心を高める 」

思 ・自己 の適 性
、 興 味 ・関 心 に あ っ た種 目 を選 択 してい

る。
・自己 の能 力 を 的確 に判 断 し

、 自 己や チ ー ム の課 題 を

学 習 ノート ⑥ 自 己評価 を活 用 して、 自己 の振 り返 りを明 確
に し、 次回 の活 動へ の 生か し方 を指導 す る。

◎ ね らい1の 目標 タイ ムを75mの 合計 タイ ム

習 ン ・練 習 場 所 の確 認 や 用 具 の 準備 、マ ナ ー 、 安 全 、 設 定 して い る。 の 一1,5秒 に な る よ うに指 導 し、理 解 させ

テ 学 習 ノー ト、 記録 カ ー ドの使 い方 の理 解 ・学 習 の進 め 方 を理解 し、学 習計 画 を 立て て い る。 る 。

L i ・短距離走の復習 1 ○学習活動の進め方や学習方法について、見通
1 シ ・75m曲 走 路 の タイ ム の測 定 技 ・ス ター ト、 中間 疾走 、フ ィニ ッシュ の基 本的 な 動作 学 習 ノート しを も って 意 欲 的 に取 り組 め る よ うに 、学 習

ヨ ・グル ー ピン グ と役 割 分 担 が で き る。 ノー トや学翌資料を活用 して学習を進めるよ
ン ・学習計画の立案 うに助言 し生徒の学習意欲を高める。

・振 り返 り1舌動(自 己 評価) 知 ・単習 の進 め 方 を理解 してい る. 学 習 ノート

r 、 ● 関 ・自己や ヲ～一ム の課 題 解決 に向 け た練 習 に意 欲 的 に取 観察 ◎ ね らい2の 日標 タイ ム を3人 の75mの 加 速

ね らい1 り組 も うと して い る。 学 習 ノート 走 の合 計 タ イ ム+1人 の75m走 の タイ ムに

ね 今あるカで、練習方法を工夫 して自己やチーム ・仲 間 と協力 して 学習 に取 り組 も う と して い る。 なる よ う指 導 し、理解 させ る。

3 の走力を高める ・自他 の 健康 観 察 ・管理 や 健康 ・安 全 に 考慮 した活 動
◎ テ ー クオ ー バー ゾー ン とブ ル ー ライ ン につ い

ら を しよ う として い る。 て指 導 す る。
LJ ・学習 活 動 に責 任 を もって取 り組 も うと して い る。4 ◎ 自己 や チー ムの 力 を把 握 す る ため に 、学 習 ノ

学 い ・チ ー ム ご とのハ ンデ ィキ ャ ソプ 走 ・ 一 トや記 録 カー ドの活 用 が 大 切で あ る こ とを

5 ・オー ダー を 決 めて のバ トンパ ス練 習 思
1

・自己やチームの能力や特徴を生かした目標を設定し 指導 す る。
i ・4×75mリ レー て い る」 学 習 ノート O学 習活動に向けての理解が深まるように学習

・振 り返 り活動(自 己評 価) ・目標達成のために自己及びチームの課題を適切に把 資料の有効な活用の仕方を促す。
握 し設 定 して い る。 ○ 自己や チー ムの 課題 を解 決す るた め に、 練 習

習 ・課題解決に向けた練習方法を選択 したり工夫 ・改善 内容や練習の進め方についてチームごとに助
した りしてい る。 言す る。

・練 習や 記 録 会 の 結 果 の振 り返 りを生 か して 、新 た な Oリ レー は効 率 の 良 いバ トンパ スが ポ イ ン トで1

〆 、
1ね らい2 目標 や 課題 を再 設 定 して い る。 あ る こ と を 、テ ー クオ ー バー ゾー ン の活 用 を

6 1高ま った カ に応 じて、 自己や チー ムの走 力 を 高 通 して気 づ かせ る。

II ね :めるた め に テー クオー バー ゾー ンの活 用 方 法 を 技
1

・自己に 適 した ス ター ト、 中間疾 走 、 フ ィニ ッシ ュが ○タイムや観察結果からチームの特徴を生かし

じ 夫する ソ.
で き る。

・自己や チー ム に適 した 正確 なバ トンパ ス が で きる。
学習 ノート
記 録 か ド

た オー ダー に な る よ うア ドバ イス をす る。

○ 高 ま った カ に応 じて 、練 習 内容 や練 習 の進 めΦ ら

目標 、課 題 設 定 の た め の75m加 速 走 の計 測
● ・ス ピー ドを落 とさず スムー ズ にバ トンパ ス がで き る。 方 につ いて チ ー ム ご とに助 言す る。

い 追いかけ走 1

9 ・オ ー ダ ー 作 り 知 ・学習 の進 め方 を理解 して い る。

2 ・テー クオ ー バ ー ゾー ン を活 用 した バ トンパ ス練 ・目標 達成 、課題 解 決 の た め の練 習 方 法 を知 り、練 習

習 計画 を 作成 してい る。 観察
・4×75mリ レー ・ルー ル や審 判 の仕方 を理解 してい る。 学 習 ノ・・ト
・75m曲 走路 計 測(9時 間 目 ・スキ ルテ ス ト)

・振 り返 り活 動(自 己 評 価)

ま (学 習成果の発表を兼ねた言己録会を実施す・J,

、' 関 ・もって い る力 を発揮 しよ うと して い る。
・施設 の整 備 や安 全管 理 ・用具 を正 し く使 お うと して

い る。

観 察

学 習 ノーh

◎全員で協力して記録会を運営することを理解
させる。

◎学習の状況を適切に振 り返るためには、学習
・4レ ー ン を使 って の記 録 会(最 終計 測 ・ス キル 思

1

・学習 活 動 を振 り返 り、 学習 の 成果 の確 認 し、課 題 を 学 習 ノート ノー トの活 用 が 有効 で あ る こ とを指 導す る。

10 と テス ト) 整理 して いる。
・記 録 会 の反 省 技 ・チー ム の走 力 に応 じたバ トンパ ス を生 か した4×

学 習 ノ・・ト 0ル ー ル の 確 認 につ い て、 学 習 資料 の 活 用 を促

め ・自 己評価 ・相 互評 価 を通 した学 習 のま とめ 75mリ レー が で き る。 す 。

知
1

・記録 会 の運 営の 仕方 を知 っ てい る
。 観察 ○学習ノー トを活用し学習の状況を適切に振 り

・ル ー ルや 審 判の 仕方 を理 解 して い る。 学 習 ノート 返れ る よ うに 声が け をす る。



(2)評 価 言十画例
時間 学 習 内 容 関心 ・意 欲 ・態度 思 考 ・判断 技 能 知識 ・理解 評価資料

◎ オ リエ ンテ ー シ ョン 学 習 ノーh

オ これから取り組む運動の特性と学習の内 ・学習活動に意欲的に取り組も ・自己の 適性 、 興 味 ・関 心 に あ った 観察
リ 1 容にっいての理解を通して、学習活動に う と して い る 。 種 日を選 択 して い る。
工 対す る興味 ・関 心 を高 め る。
ン ・練 習場所 の確 認 や用 具 の準備 、マ ナー 、
テ 安全 、学 習 ノー ト、記録 カー ドの 使 い方 学 習 ノート

i の理解 ・学習活動に意欲的に取り組も ・自 己の能 力 を的確 に判 断 し、 自 己 ・ス ター ト、 中 間 疾 走 、 フ ィ ニ ・学習 の進 め方 を理 解 し 観察
シ ・短距離走の復習 う と して い る 。 や チー ムの課 題 を設 定 してい る。 ッシュの基本的な動作ができ て い る。

ヨ 2 ・75m曲 走路 の タイ ム 測定
る 。

ン ・グル ー ピング と役 割 分担 ・学 習 の進 め方 を理 解 し、 学 習計 画
・学習計画の立案

を立 ててい る。
・振 り返 り活動(自 己評 価)

学 習 ノート

◎ ね らい1 ・自他 の 健康観 察 ・管理 や安 全 ・自 己や チ ー ムの能 力や 特 徴 を生 か ・自己や チー ム に適 した正確 な 記録 カード
3 今ある力で、練習方法を工夫して自己や に考 慮 した活 動 を しよ うと し した 目標 を設 定 して い る。 バ トンパス がで き る。 観察

ね
チー ムの 走力 を 高 める。 て い る。

・チー ム ご との ハ ンデ ィキャ ップ走 学 習 ノート

ら ・オー ダー を決 め ての バ トンパ ス練習 ・仲 間 と協 力 して学習 に 取 り組 ・目標 達成 のた め に 自己お よびチ ー ・自己に 適 した ス ター ト、 中問 ・学習 の進 め方 を理 解 し 記録かド
4 ・4×75mリ レー も うと して い る。 ムの課題を適切に把握 し設定して 疾 走、 フ ィニ ッシ ュがで き て い る。 観察

い ・振 り返 り活 動(自 己評 価) い る。 る 。

1 学 習 ノート
・仲間 と協 力 して学習 に取 り組 ・諜題解決に向けた練習方法を選択 ・自己や チー ム に適 した正確 な ・ルー ルや審 判の仕 方 を 記 録 カード

1
一
〇

5 も う と して い る 。 した り工夫 ・改善 した りして い る。 バ トンパ スがで き る。 理 解 して い る。 観察

i
学 習 ノート

◎ねらい2 ・自己やチー ム の課題 解決 に 向 ・練習や記録会の結果の振り返りを ・目標 達成 、課題解 決の 記録 カード

6 高 ま ったカ に応 じて、 自己や チー ムの走 けた練習に意欲的に取り組 も 生 か して 、新 た な 目標 や 諜題 を再 ための練習方法を知り 観察
力 を高 め るた め にテー クオ ー バー ゾー ン う と して い る。 設定 してい る。 練習計画を作成してい
の活用方法を工夫する。 る 。

・目標
、課 題設 定 の ため の75m加 速走 の 学 習 ノート

ね

ら ⑦
計測

・追 いか け走
・オー ダー 作 り

・自己や チー ムの課 題解 決 に 向

けた練 習 に意欲 的に 取 り組 も

うと して い る。

・課題 解決 に向 け た練 習 方 法 を選 択

した り工 夫 ・改善 した りして い るu

・ス ピー ドを落 と さず ス ムー ズ

にバ トン パ スが で きる。

・ルー ルや審 判の仕 方 を

理 解 して い るJ

記 録カード

観 察

・テー ク オー バー ゾー ンを活用 したバ トン

い パス練習 学 習 ノート

A ・4×75mリ レー ・学 習活 動 に責任 を もって 取 り ・課題解決に向けた練習方法を選択 記録かド
2 ・75mllfl走 路 計 測(9時 問 目 ・ス キ ル テ 組 も うと してい る。 した り工夫 ・改善 した り して い る。 観察

ス ト)

・振 り返 り活動(自 己評 価) 学 習 ノート
・学 習活 動 に責任 を もって取 り ・目標 達成 のた め に 自己 お よびチ ー ・自己 に適 した スター ト、 中間

・ルー ルや審 判の仕 方 を
記録 カード

9 組 も うと してい る。 ムの課題を適切に把握 し設定して 疾 走 、フ ィニ ッシュがで き 理 解 して い る。 観察
い る 。 る 。

◎学習成果の発表を兼ねた記録会を実施す ・記録会の運営の仕方を
学 習 ノート

ま る 。 ・もっ てい るカ を発 揮 しよ うと ・学 習 活動 を振 り返 り、 学 習 の成 果 ・チー ムの走 力 に応 じたバ トン 知 っ て い る。 記録かド
と 10 ・4レ ー ンを使 って の記 録 会(最 終計 測 ・ して い る 。 を確認 し、課題 を整 理 してい る。 パ スを生 か した4×75m ・ルー ルや審 判の仕 方 を 観察
め スキル テ ス ト)・ 記 録会 の反 省 ・施設の整備や安全管理 ・用具 リ レー が で き る 。 理 解 して い る。

・自 己評 価 ・相 互評 価 を通 した学 習 の ま と

め
を正 しく使 お うとしてい る。
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(3)学 習指導計画例 第2学 年(10時 間中の7時 間目)
ね らい ○チームにおける自己の役割を果た し、仲間と協力 して楽 しく学習に取 り組む。(態 度)

0ブ ルーラインを活用 したテー クオーバーゾー ンの使い方を理解す るとともに、効率的なバ トンパスの技能 を身に付ける。(技 能)
○自己の能力 に適 した課題を設定 し、課題解決に向けての学習 のすすめ方や練習方法の工夫の仕方を身に付け る。(学 び方) ☆評価の重点項 目

一

学習内容 ・活動 評価の観点 と項 目 学習の実現状況 評価資料 指導 支援

r 、 関 ○意欲 ☆ 学 習 ノー トに 必 要 事 項 を 記 入 して い 観察 ○学習 ノー トに必要事項 ○ 必 要 に 応 じて 、 個 人

:本 時 の 学 習 の ね ら い を 理 解 し 、 学1 る 。 学 習 ノ ー ト を記入す るように指示 や チー ムに理解 を促

導 愕 活動に対す る意欲 を高め る 」
○ 健 康 ・安 全 ○ 自他の健康状態を把握 している。 す る 。 す 言葉 がけや例示 を

行 う。
O前 時 を振 り返 り、本時の課題 を確 O効 率 よ い バ トンパ ス の

認 す る 。 思 ○課題設 定 ○ 目標達成に向け適切な課題を具体的に 学 習 ノー ト 方法にっいて再度理解
0ブ ル ー ラ イ ン に つ い て 理 解 す る 。 設 定 して い る。 し 、 そ の 一 つ の 方 法 と

入 ○学習 ノー トを活用 して学習計画 を し て ブ ル ー ラ イ ン が あ

立 て る 。 知 ○学 習 内 容 の 0学 習 の 進 め 方 を 知 っ て い る 。 る こ と を 理 解 させ る。

o備 運 動 を 行 う。 理解 ○ 目標設定、課題設定の立て方を知って 学 習 ノ ー ト O学 習資料を使 い本時の
い る 。 学習の進め方 について

確 認 す る 。

o協 力 0学 習 内 容 に つ い て 話 し合 っ て い る。 ○ 安 全 に 配 慮 して 、 チ ー ○ ブ ル ー ラ イ ン と そ のr、 関
ブルー ラインの有効な活 用方法 0意 欲 ○ チ ー ム 内 の 白 己 の 役 割 を果 た して い ム別の練習 を行 うよ う 活 用 方 法 に つ い て 、

に 気 付 き 、 チ ー ム の メ ン バ ー の る 。 観察 に 指 示 す る 。 学 習 資 料 、 作 戦 カ ー

能力に応 じた活用方法を工夫す ☆課題解決 に向けて向上心をもって取 り 学 習 ノー ト ドな どを使 い工夫す
る 。 組 ん で い る。 る よ う ア ドバ イ ス を

、 ノ ○ チ ー ム ご と に 一・人 が 走展 ○公正 0学 習 の ル ー ル を 守 っ て い る 。 す る 。

○ メ ン バ ー の 能 力 に 応 じ た バ トンパ ○仲間の助言を素直に受け入れている。 る距離 の工夫の仕 方に
ス の 工 夫 と 、 ブ ル ー ラ イ ン の 有 効 つ い て 、 作 戦 カ ー ドを ○ チ ー ム の 活 動 を 通 し

活用方法にっいて理解す る。 思 ○練習方法 ☆資料な どを用いて練習の仕方を選択 し 用いて具体的に指導す て 一人 一 人 の 努 力 を
た り、 結 果 を 分 析 した り して 工 夫 し て 観察 る 。 評価 し意欲を引き出

0オ ー ダ ー を 工 夫 す る。 い る 。 学 習 ノー ト すu

☆ 施 設 ・用 具 を 活 用 して 練 習 して い る。

○ 試 しの 競 走(4×75Mリ レ ー)

開 を 行 う。 技 0バ トン パ ス ☆ メ ン バ ー の 能 力 に 応 じ て 、 ブ ル ー ラ イ 観察 ○チー ムの記録 を伸ばす
ン や テ ー ク オ ー バ ー ゾ ー ン を 活 用 した 学 習 ノー ト た め に は 、 メ ン バ ー の

Oチ ーム ごとに競走の結果 を分析 バ トン パ ス が で き る 。 走力に応 じて走る距離
し、その結果 を基に練習 を工夫す ○ 距 離 を 工 夫 した バ トン パ ス が で き る。 を 工 夫 す る こ とが 、 チ

る 。
一 ム の 記 録 の 向 上 に つ

知 Oル ール理解 ☆ ル ー ル を 理 解 し 、 失 格 の な い よ うに 競 観察 なが ることを指導す
技 を 行 っ て い る。 学 習 ノー ト る 。

rへ 関 O意 欲 O学 習 ノー トに必要事項 を記入 してい 学 習 ノ ー ト ○ 学 習 ノ ー トに 本 時 の 学 ○次 時の学 習に期待 を
ま 1本 時 の 成 果 に つ い て 振 り 返 り、1 る 。 習の まとめを記入す る も て る よ う に 、 本 時

:次 の課題 を確認す る。1 よ う指 示 し ポ イ ン トを の よか った点を紹介
㌦ ノと 指 導 す る。 し励 ま す 。

○ 振 り返 りを 通 して 、 新 た な 課 題 を 思 ○ フ イ ー ド バ ○結果を分析 し、練習 計画の立て直 しや 学 習 ノ ー ト

め 発見 し、次時の練習方法や内容を ツ ク 目標 及 び 課 題 を 再 設 定 して い る 。 ○ 次時の学習内容につい
工 夫 す る。 て理解を深 め意欲 を高

○次時の課題 を整理するu め る 動 機 付 け を す る。

評仙 ○ 自己の能力 に応 じた課題設定 と、その課題解決 に向けて主体的に取 り組む ことができた。
0効 率よいバ トンパ スを行 うことができた。
0ブ ルー ライ ンの活用方法について理解 し、チー ムの特徴に応 じた活用方法を工夫す ることができた。



(4)A・C評 価 の 指 導 と 支 援 計 画 例(リ レー)

orA評 価:十 分 満 足 で き る 」 の 学 習 の 実 現 状 況 と 指 導 ・支 援 、rC評 価:努 力 を 要 す る 」 の 指 導 ・支援 表 を作 成 し、 個 に 応 じた 指 導 の 工 夫 を 図 っ た 。
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A評 価:十 分満足で きる C評 価:努 力を要す る

評価 の観点 と項 目 学習の実現状況 指導◎ ・支援o 指導◎ ・支援0

関
心
・

意
欲
・

態
度

O意 欲

○協力

0公 正

O健 康 ・安全

○学習 ノー トに必要事項を適切に記人 し
ている。

0課 題解決に向けてチームの仲間にも影
響 を与える高い向上心を持っている。

○グルー プリー ダー としての自己の役割
を確実に果た している。

○学習内容についてチーム課題の解決に
向けた話 し合いをしている。

0み んなの手本 となるような行動で学習
のルール を守っている。

○仲間の助言 を素直に受け入れて学習に
活用 している。

○自他の健康状態を的確に把握 した練習
計画を立ててい る。

0自 己 や チ ー ム の 状 況 を 学 習 ノ ー トな ど を 通 し て

把 握 さ せ 、 チ ー ム の 状 況 に 応 じ た 課 題 を 整 理 し

て 学 習 に 取 り組 む よ うに ア ドバ イ ス を す る。

○ チ ー ム で 話 し 合 う内 容 や 励 ま し合 い 、 教 え 合 い
の 方 法 に っ い て ア ドバ イ ス を し、 学 習 活 動 で リ
ー ダ ー 性 を 発 揮 で き る よ うに す る

。

○ 仲 間 で カ を 合 わ せ て 、 学 習 ル ー ル を 守 れ る よ う
に 、 励 ま した り 、 褒 め た りす る。

○ 練 習 場 所 の 確 保 と よ り よ い 学 習 環 境 を 設 定 す る

視 点 に つ い て 、学 習 を 通 して ア ドバ イ ス を す る。

Q学 習 カー ドに自己の練習課題 を記入す るよ うに声
がけをす る。

@課 題や練習計画が十分に理解 できように、個人的
な指導を通 して意欲 を高める。

◎仲間 からの ア ドバイスを生か した練 習内容の工夫
の仕方について、資料を活用 して指導す る。

◎ チー ムの一員 として仲間 と協力 して、行動す るよ
うに指示する。

○安全確保や学習活動の把握 をす るために、全体を
よく見 て活動す るよ うに指示 した り、声が けをし
た りす る。

思
考
・

判
断

o課 題設定

0練 習方法

○ フ イー ドバ
ツク

Oチ ームの特徴を分析 し、目標達成に適
した 自己やチームの課題 を設 定 してい
る。

○資料 などを用いてチームの課題に適 し
た練習 の仕方 を選択 した り、工夫 して
いる。

○施設、用具の有効な活用方法 を工夫 し
て練習 してい る。

0競 走や計測の結果 を分析 し、チーム の
意見 を聞きなが ら練習計画の立て直 し
や 目標及 び課題の再設定 している。

@チ ー ム の 現 状 に 応 じ た 課 題 に つ い て 、 全 員 が 理

解 で き る よ う に 、 具 体 的 で わ か りや す く 示 す よ
う に 指 導 す る。

◎ 一 人 一 人 の 課 題 解 決 が チ ー ム 課 題 の 解 決 方 法 で
あ る こ と を 理 解 さ せ 、 練 習 方 法 を 工 夫 させ る。

◎ 結 果 の 分 析 を 一 人 一 人 の 状 況 に 置 き 換 え て 考 え
る よ う に 指 導 す る 。

○前時 の学習活動を振 り返 り、学習課題 を考 えるよ
うに個人的にア ドバイスをす る。

◎自己課題 の解決がチームの課題解決につなが る課
題設定の仕方について指導す る。

o

◎練習 の結果 を振 り返 り、自己の課題 達成がで きた
かど うか を判断す るとともに、 自己評価 を生か し
た学習計画の立て方を指導す る。

技

能

0バ ト ン パ ス 075M走 の 記 録 を 分 析 して メ ン バ ー の 能

力 に 応 じ た ブ ル ー ラ イ ン ・や テ ー ク オ ー
バ ー ゾ ー ン を 効 果 的 に 活 用 し、 メ ン バ
ー の 個 性 に 応 じ て 走 る 距 離 を 工 夫 し た

バ トン パ ス が で き る。

◎ 効 率 よ い バ トン パ ス に 向 け て 、 ブ ル ー ラ イ ン を

活 用 し た 練 習 に 取 り組 む よ う指 導 す る0

0走 力 に 応 じ た バ トン パ ス と 走 る 距 離 の 関 係 を チ
ー ム の 仲 間 が 理 解 で き る よ うに 図 解 で 確 認 す る

よ うに ア ドバ イ ス をす る。

◎ チ ー ム の 記 録 を 向 上 さ せ る た め の バ トン パ ス の 方
法 を 身 に 付 け さ せ る た め に 、 練 習 の 工 夫 の 仕 方 に
つ い て 指 導 す る 。

◎ 自 己 の 走 力 に 応 じ た バ トン パ ス の 方 法 に つ い て 、

資 料 を 活 用 し て 指 導 す る。

知
識

・

理
解

○ 学 習 内 容 の
理解

○ ル ー ル の 理
解

0学 習 の 進 め 方 を 理 解 し 、 メ ン バ ー に も

教 え て い る。

0チ ー ム の 仲 間 に も ル ー ル に つ い て 教 え

合 い 、 失 格 の な い よ うに 競 技 を 行 っ て

い る 。

○ 本 時 の 成 果 を 一 人 一 人 が 理 解 で き る よ うに 、 自

己 の 良 か っ た 点 と チ ー ム の 頑 張 っ た 点 に つ い て

確 認 す る よ うに ア ドバ イ ス を す る 。

○ ル ー ル 理 解 に っ い て 、 練 習 の 場 面 を 通 して チ ー
ム の メ ン バ ー に 説 明 す る よ うに ア ドバ イ ス を す

る。

◎ 学 習 を 振 り 返 り、 自 己 の 成 果 を よ く 考 え て 評 価 す

る よ う に 指 導 を す る。

○ ル ー ル 理 解 に つ い て 、 理 解 度 チ ェ ッ ク表 を 活 用 す

る よ うに ア ドバ イ ス を す る。



(5)評 価資料
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② 学 習 の 実 現 状 況 表

○ 評 価 資 料:学 習 の 実 現 状 況 ・陸 上 競 技(リ レー)ね らい2

観

点 項 目 評 価 規 準 内容(学 習の実現状況) 評価方法

関

心
・

意

欲
・

態

度

責任 ○ 学 習 活 動 に 責 任 を も っ て 取 り組

も う と して い る。

① 自 己 の 選 択 し た 学 習 活 動 に 最 後 ま で 責 任 を も っ

て 取 り組 ん で い る 、

観 察 ・学 習 ノ ー ト

② 学 習 活 動 に お け る 自 己 の 役 割 に 責 任 を も っ て 取

り組 ん で い る,

観 察 ・学 習 ノ ー ト

意欲 ○ 自 己 や チ ー ム の 課 題 解 決 に 向 け

た 練 習 に 意 欲 的 に 取 り組 も う と

して い る。

① 学 習 ノ ー1・ に 必 要 事 項 を 記 入 し て い る 。 観察 学 習 ノ ー ト

② 資 料 を 活 用 し て い る 。 観察 学 習 ノ ー ト

③ 積 極 的 に 練 習 や 記 録 会 に 参 加 し て い る 。 観察 学 習 ノ ー ト

④ ク ラ ス や チ ー ム 内 の 分 担 し た 役 割 を 果 た し て い

る 。

観 察 学 習 ノ ー ト

⑤ 繰 題 解 決 に 向 け 、向 上 心 を も っ て 努 力 し て い る。 観 察 ・学 習 ノ ー ト

⑥ 継 続 的 に 学 習 して い る。 観 察 ・学 習 ノ ー ト

思

考
・

判

断

課題

設定

○ 目標 達 成 の た め の 自 己 及 び チ ー

ム の 課 題 を 適 切 に 設 定 して い

る 。

① 目標 達 成 に 向 け た 適 切 な 課 題 を 具 体 的 に 設 定 し

て い る0

学 習 ノ ー ト

練習

方法

○ 課 題 解 決 に 向 け た 練 習 方 法 を 選

択 した り 工 夫 ・改 善 し た り して

い る。

① 資 料 な ど を 用 い て 練 習 の 方 法 を 選 択 して い る。 観 察 ・学 習 ノ ー ト

② 結 果 の 分 析 を し て い る。 観 察 ・学 習 ノ ー ト

③ 施 設 ・用 具 を 活 用 し 、 練 習 して い る 。 観 察 ・学 習 ノ ー ト

ブ イ ー

ド バ ッ

ク

○ 練 習 や 記 録 会 の 結 果 を 振 り返 る

と と も に 、 新 た な 課 題 に 向 け て

の 目標 や 課 題 を 再 設 定 し て い

る 。

① 練 習 や 記 録 会 の 結 果 を 分 析 す る こ とが で き る 。 学 習 ノ ー ト

② 結 果 を 分 析 し、 練 習 計 画 の 立 て 直 しや 、 目標 や

課 題 の 再 設 定 が 適 切 に で き て い る,

学 習 ノ ー ト

③ 助 言 を 聞 き 、 目標 や 課 題 の 再 設 定 に 生 か す こ と

が で き る 。

観 察 ・学 習 ノ ー ト

知

識
・

理

解

練 習 の

方法

○ 目標 達 成 、 課 題 解 決 の た め の 練

習 方 法 を 知 り 、 練 習 計 画 を 作 成

し て い る 。

① 資 料 や 結 果 の 見 方 を 理 解 し、;.解 決 お よび 目

標 達 成 の た め の 練 習 方 法 を 学 習 計 画 に 生 か す こ

とが で き る。

槻 察 ・学 習 ノ ー ト

② ビデ オ や デ ー タ ー な ど の 資 料 の 分 析 方 法 を知

り 、 練 習 に活 用 す る こ と が で き る 。

観 察 ・学 習 ノ ー ト

ル ー ル

●

審判 の
方法

○ リ レ ー の ル ー ル を 知 っ て い る 。 ① ル ー ル を 理 解 し、 失 格 の な い よ う に 競 技 を 行 う

こ と が で き る。

観 察 ・学 習 ノ ー ト

筆 記 テ ス ト

○ 審 判 の 仕 方 を 知 っ て い る。 ① 審 判 の 仕 方 を理 解 し、 競 技 会 ・記 録 会 を 行 う こ

とが で き る 。

観 察 ・学 習 ノ ー ト

筆 記 テ ス ト
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(6)実 証授 業 のま とめ と考 察
1結 果

導

入

展

開

学 羽 指 導
ガイ ダ ンス機 能 の充実 を図 る

○ 種 目選 択 後 のオ リエ ンテー シ ョンに よ り、
学 習 の 進 め 方や 学習 計 画立 案 に 向 けて の丁

寧 な指 導 がで きた ので 、学 習 の進 め方 を確
実 に身 に付 け るこ とがで きる よ うにな った。

男女共 習
○ 男女 共 習 で の学 習活 動 は初 めて の体 験 だ っ

た生徒 も、学習 を通 して、互 い に教 え合 い、
協 力 して 取 り組 む よ うに な った。 生 徒 の感
想 の 中 に も、 「男 女共習 で実施す る ことは 、
お 互 い が仲 良 くなれ て よい 」 「男 とか 女 と

か の意識 は無 く学 習活動 に取 り組 めた」 と
い う意見 が多 く見 られ た。

学 習計画 の作成 ・学 習資料 の活用

○ 学 習 ノー トを 活用 す る こ とで 、学 習計 画 に
沿 った練 習 内 容や 目標 が 確認 され 、 生徒 が

学 習 活動 に見 通 しを もち効率 よ く学習 を展
開 す るこ とが でき るよ うに なった。

学習 形態 ・指導方法
0学 習 活 動 にお い て、 走 り高 跳 び で は個 人 の

学 習 時 間 を設 定 す る こ とが 技能 の 習 得 に効

果 的 であ った 。 ま た、 グル ー プ活 動 を通 し
て習 熟 の状 況 が 異 な る生徒 で学 び 合 うこ と
が互 い の技 能 向 上や 学習 内容 の理 解 に役 だ
った。

○ リレー のチ ー ム 学習 にお いて は 、個 に応 じ
た指 導 の充 実 を図 る こ とで、 生徒 が 自己の

課題 に沿 った 学 習 が進 め られ 、意 欲 的 に取
り組 む よ うに な った。

学習 資料 の活用
○ リレー の学 習 で は 、テ ー クオ ーバ ー ゾー ン

の活 用 に向 けた学習資料 を工夫 し使 用 した。

その 結果 、学 習 活動 に 対す る共通 理解 が 図

れ 、チー ム練 習 の工夫や課題 解 決 に役 立 ち、
意欲 的 に取 り組 む よ うにな った。

○ 走 り高跳 びで は、視聴覚機器 の活 用 に よ り、
自己の つ まず き が明確 にな り、課 題解 決 に

役 立 った。 結 果 と して 、学 習 意欲 が 高 ま る
と ともに 、生徒 自身 も興 味 ・関心 を もって

学習 活動 に取 り組 む よ うに なった。
●効 果 的 な学 習活 動 の展 開に 向 けて 、視 聴覚

機 器 を学 習 資料 と して活 用す るた め の工 夫
を図 る。

選 択制 ・課題 解決 的な学習
○ は じめ て選 択 制 、課題 解 決的 な学 習 に取 り

組 ん だ生 徒 も、 自己の責任 に基 づ いて 学習ま
内容 を選 択 した こ とで 、意 欲 が 高 ま った。と

○ は じめ は十 分 に書 けな か った 学 習 ノー トもめ
学 習 が進 む に従 って 、効率 よ く記 入 で き る
よ うにな った。

② 考 察

○ は成果 ●は課 題
評 価

自己評価 カー ド
○本時 の学習 活動 を確認す る とき に、単元 全体 を

通 した 自己評 価 カー ドを活 用す る こ とで 、前
回 の学 習 の状 況 の確 認 が スム ー ズに行 え、 学
習 課題 の設 定 に有効 であ った。 そ の 結果 、学

習 課題 の設 定 の仕 方 に対す る理 解 が 深 ま り、
課題設 定 が的確 に行 える よ うに なった。

学習 資料の活 用
O学 習 目標 や 資 料及 び 前回 の記 録 な どを提 示す

る こ とで 、常 に 目標 や 課題 を振 り返 る こ とが
で きた と とも に、学 習活 動 を効 率 よ く進 め る
ことが でき る よ うになった。

学 習活動の 見取 り
○評価 計 画 と生 徒 の学 習活 動 の実 現 状 況表 に基

づ いた 生 徒 の 自己評 価 を実施 す る こ とで、 生

徒 に学 習 活動 で身 に付 け させ た い力 につ い て
の理解 が 図れ た。 その 結果 、学 習 内 容 が明確

にな り、 見通 しを もって学 習 に取 り組 む よ う

に なった。

個 に応 じた指導 の充 実
OA評 価 、C評 価 の 生徒 の指 導 ・支 援表 を 作成

して 、個別 の指 導 に取 り組 ん だ こ とで 、 習熟
の程度 に応 じ指導 の充実 を図 る ことが で きた。

その 結果 、 生徒 に充 実感 が生 まれ 、 学 習活 動
に楽 し く取 り組 む 生徒 の 姿が 見 られ るよ うに

な った。
自己評価 カー ド
Oは じめ は何 とな くつ けて い た 自己評 価 も、授

業回数 を重 ね る ことで、 自己の学 習 の 状 況 を
分 析 した り、仲 間 に評 価 して も らった りしな
が ら行 うよ うになっ た。

0相 互評 価 を通 して、友 達 の評 価 か ら 自己の よ
さ を発 見 し自己理解 が深 ま った ととも に、人
の意 見 を素 直 に聞 く態度 が養 われ た。

○ 自己評 価 を通 して、適 切 に学 習 の 状況 を把握
す るカ が高 ま っ た。 また 、 そ の こ とに よ り適
切 に課 題 設 定 が で き るよ うに な り、学 習 活動
の 工夫の仕方 に変 化 が見 られ る よ うに なった。

学習活動 ・資料 の活 用

◎一 人一 人 の学 習 課 題 に対応 した効 果 的 な 指 導
に 向けた教材 の 工夫 を図 る。

自己評価
○ リレー 班 で は 、記録 を分析 して次 時 の 学 習活

動 を工 夫す る よ うにな った。 また 、 走 り高跳
び班 で は 、個 人 の記 録 の向 上 を も とに グル ー
プ で助 言 し合 い 、互 い に向 上 し合 お うとす る

姿が見 られ る よ うになった。

○ 学 習 意欲 を高 め るため に、 学習 形 態(一 斉指導 ・グル ー プ指 導)(練 習 と競 技)の 工 夫が効

果的 で あった。
○指 導 計 画 と評価 計 画 に基 づい た指 導 と評価 を実施す る こ とに よ り、生徒 の学 び が深 まった。● 限 られ た時 間

の 中で効 率 よ く学 習活動 を実施す るた めに は 、学習資料 ・教材 の 工夫が 重要 で
あ り、 よ り一層 の工夫が求 め られ る。

● 生徒 の学習活 動 を的確 に見取 るため に、生徒一 人一人 の学習 デー タな どを蓄積 し、学習内 容、指 導 方法
の工夫 ・改善 を図 る。
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皿 研 究 の ま とめ と今 後 の 課 題

1ま と め

生 徒 が 学 び 方 を 身 に 付 け 、 基 礎 ・基 本 の 充 実 を 図 る た め に は 、 学 年 進 行 に応 じた種 目選 択

や 領 域 選 択 等 を適 切 に 実 施 す る こ とが 重 要 で あ る。 そ の た め に 、3年 間 を見 通 した 指 導 計 画

を 作 成 した。 そ の 結 果 、教 科 や 各 運 動 種 目 にお け る 学 年 ご とに 身 に 付 け させ た い カ が 明 らか

に な り、指 導 内容 ・方 法 、評 価 等 を よ り一 層 明確 にす る こ とが で き 、指 導 の充 実 が 図 られ た 。

3年 間 を見通 した 指 導 計 画 に 基 づ い て、 選 択 制 に よ る課 題 解 決 的 な学 習 活 動 を 通 して 資 質

・能 力 の確 実 な 定 着 と学 び 方 を身 に 付 け る た め に
、 学 習 形 態 と単 元 や 単位 時 間 の 指 導 計 画 を

工 夫 し、 生徒 の 発 達 状 況 や 習 熟 の状 況 に応 じた一 斉 指 導 と グル ー プ 指 導 及 び 個 別 指 導 をバ ラ

ン ス よ く取 り入 れ た 。 そ の 結 果 、効 率 よ い指 導 を 展 開 す る こ とが で き学 習 内容 の 確 実 な定 着

を 図 る こ とが で きた 。 学 習 指 導 に お い て は 、運 動 種 目を 自己 の 責 任 の基 に選 択 す る こ とや 自

己や チ ー ム の 目標 を織 り込 ん だ 学 習 計 画 を作 成 す る こ とに よ り、生 徒 が 主 体 的 に 考 え実 行 す

る力 や 仲 間 と協 力 して 学 習 に 取 り組 む 力 が身 に付 い た。 これ らの活 動 の 充 実 に は 、 学 習 資 料

の 工 夫 が 重 要 で あ る。 学 習 進 行 に応 じて効 率 よ く計 画 した 学 習 ノー トを使 用 した こ とで 、 生

徒 の 学 習 に対 す る意 欲 や 技 能 の 向 上 と と もに 自己理 解 も 深 ま り、学 習課 題 の解 決 に 向 け て 主

体 的 に 取 り組 も うとす る態 度 が 育 成 され た。

さ らに 、指 導 と評 価 の 一 体 化 に 向 け 、 学 習 内 容 の基 礎 ・基 本 の 内容 を構想 し、 そ の 内 容 に

基 づ い て 、評 価 規 準 及 び 学 習 の 実 現 状 況 等 の項 目や 学 習 の 達 成 状 況 を具 体 的 に 見取 る た め の

評 価 計 画 を 作成 した。 単 元 の指 導 計 画 に 基 づ き重 点 化 を図 っ た評 価 計 画 を作 成 し、 そ の 計 画

に 沿 っ た 評 価 簿 を活 用 した こ とに よ り、 学 習 状 況 の 見 取 りが ス ムー ズ に行 え る よ うに な り効

率 よ い評 価 が 実施 で きた 。 ま た 、 単位 時 間 の指 導 計 画 に 「A・C評 価 の規 準 とそ の 指 導 ・支

援 」 を作 成 した こ とで 、 個 に応 じた 指 導 の 充実 も 図 られ た。 さ らに 、評 価 を指 導 に生 か す観

点 と して 、生 徒 の 自己評 価 を毎 時 間 実 施 す る こ とで 学 習 指 導 の振 り返 りを 効果 的 に行 うこ と

が で き 、生 徒 は 自 己 の 学習 状 況 を的 確 に把 握す る と と も に 、 自己理 解 を深 め 自 己 の よ さ に気

づ く こ とにっ な が っ た 。

研 究 を通 して 、 自己 の 責 任 に基 づ い た 選 択 制 授 業 や 自 己 の よ さ を伸 ばす 学習 指 導 の 充 実 に

よ り、生 徒 の学 習 意 欲 が 高 ま り、 主 体 的 に学 習 活 動 に 取 り組 む意 識 と態 度 が 育 成 され た 。

2今 後 の課 題

課 題 解 決 的 な学 習 や 選 択 制 授 業 の 充 実 の た め に は 、 学 習 活 動 にお け る基 礎 ・基 本 の 習 得 や

学 び 方 を確 実 に身 に 付 け る 必 要 が あ る。 そ の た め に は 、 「態 度 」 「技 能 」 「学 び 方 」 につ い て

の 指 導 の 充 実 を図 り、 課 題 解 決 に 向 けた 適 切 な支 援 を行 うた め の学 習 形態 や 学 習 資 料 等 の 工

夫 ・改 善 が 重 要 で あ る。

今 後 、 よ り一 層 効 果 的 ・効 率 的 な指 導 と評 価 の 一 体 化 を 図 っ た 学 習 指 導 を通 して 、 生 徒 の

よ さを 伸 ばす と と も に、 資 質 ・能 力 の 向 上 を図 る必 要 が あ る。
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